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江

匡

弼

撲

春

秋

枇

日

醗

儀

ー

地

神

祭

の

起

源

に

関

す

る

古

文

献

林

巳

矢口
同

ヨた

• 
序

移
住
川
内
が
速
く
従
郷
を
離
れ
て
他
郷
に
新
生
活
を
営
む
に
及
ん
で
も
、
向
ほ
且
つ
以
前
の
一
一
言
語
や
習
俗
を
棄
て
切
れ
な
い
と
と
は

人
情
の
白
川
然
で
あ
る
が
、
殊
に
農
業
移
民
の
場
合
は
-
一
暦
と
の
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。

と
れ
ば
農
業
の
性
質
や
農
民
心
理
か
ら
も
理

論
的
に
設
明
で
き
よ
う
。
勿
論
新
奮
地
の
聞
に
な
け
る
自
然
的
た
ら
び
に
一
粧
台
経
情
的
環
境
の
相
変
化
に
つ
れ
て
必
然
的
に
種
々
の
推

移
は
見
ら
れ
る
。
然
し
精
神
生
活
に
つ
い
て
い
へ
は
と
れ
ら
の
環
境
か
ら
の
制
約
は
依
然
と
し
て
比
較
的
稀
稽
で
あ
る
と
と
が
覗
は

れ
る
。昭
和
九
年
の
秋
、
石
狩
川
沿
ひ
の
一
寒
村
に
偶
然
護
見
し
た
さ
L

や
か
友
石
神
!
即
ち
地
一
刑
。
を
繰
っ
て
惹
起
さ
れ
た
私
の
研
究

は
、
や
が
て
昭
和
十
二
年
に
「
農
民
信
仰
に
闘
す
る
賓
詮
的
研
究
」

(
文
部
省
精
神
科
態
研
究
報
告
)
と
し
て
一
通
り
纏
め
ら
れ
、

昭
和
十
三
年
〉
に
護
表
し
た
。
と
れ
に
よ
り
、
四
岡
方
面
か
ら
の
移
民
が
も
た
ら
し
た
地
榊
信
仰
の

祭
配
的
行
を
一
通
り
明
ら
か
に
し
た
が
、
共
後
研
究
の
進
む
に
つ
れ
、
と
れ
が
東
洋
古
来
の
枇
稜
思
想
と
統
接
友
闘
係
が
あ
る
と
と

(
満
州
帝
岡
地
政
組
局
機
関
誌
「
地
政
」
第
六
巻
第
二
続
、
康
徳

そ
の
一
部
を
本
誌
(
第
六
輯
、

に
気
付
き
、

と
の
市
引
を
「
枇
概
思
想
と
現
代
東
亜
の
農
民
生
活
」

行
匡
弼
撰
春
秋
枇
日
除
儀

一
九
九



江
匡
郎
撲
春
秩
枇
日
限
儀

こ
0
0

八
年
同
月
〉
に
殻
去
し
た
。

然
る
に
側
k

菅
原
兵
治
氏
の
「
東
洋
治
郷
の
研
究
」

(
昭
和
十
五
年
十
一
月
、
刀
江
書
院
)
を
結
き
、
同
氏
が
問
闘
方
面
白
枇
日

祭
ハ
地
帥
祭
と
同
じ
)
を
研
究
し
、
且
つ
古
文
献
に
依
づ
て
一
昨
挺
思
想
に
由
来
す
る
と
と
を
述
べ
て
居
ら
れ
る
ハ
同
書
コ
一
七
一
一
一
頁
以

下
)
と
と
を
知
り
、
私
は
大
い
に
喜
び
、

一
昨
年
親
し
く
、
崎
玉
賂
下
菅
谷
村
の
日
本
農
士
謬
校
に
同
氏
を
訪
ね
、
同
ヒ
車
問
的
研

軍
に
波
顕
ず
る
者
の
み
が
味
ひ
う
る
一
見
奮
知
の
如
き
思
ひ
で
一
日
種
k

と
の
問
題
に
つ
い
て
諺
づ
た
。
そ
の
際
、
氏
が
同
書
に
引

m
lて
あ
る
古
文
献
(
徳
島
腕
名
東
郡
新
居
村
の
枇
家
鈴
木
氏
に
俸
は
る
潟
本
「
枇
日
祭
考
」
)
と
同
一
系
統
と
思
は
れ
る
窮
本
の
窮

や
が
て
師
恩
後
同
氏
よ
り
「
阿
州
農
士
依
藤
峯
夫
」
氏
の
作
ら
れ
た
由
柏
木
が
詮
ら
れ
た
。
教
に
摘
げ

る
古
文
献
は
と
れ
を
基
と
し
て
私
の
研
究
室
で
筆
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

乙
の
問
、
私
は
道
内
各
地
の
外
に
樺
太
の
奥
地
を
も
探
訪
し
て
、
そ
の
袈
展
の
跡
を
知
り
(
拙
稿
「
梓
太
の
地
紳
宮
」
北
海
道
農

ム
阿
川
被
第
四
十
巻
第
四
七
八
蹴
参
照
)
菅
原
氏
の
お
す
L
め
で
群
馬
牒
小
泉
町
の
春
杭
祭
に
も
参
合
し
、
更
に
渡
満
の
折
各
地
の
士
地

し
を
拝
借
す
る
と
と
を
約
し
、

廟
を
も
見
附
申
し
た
。
又
関
内
す
も
十
勝
地
方
、
殊
に
幕
別
村
花
普
及
し
た
と
の
習
俗
左
究
め
、
そ
の
一
一
時
村
と
も
い
ふ
可
き
岡
山
防
相

下
の
某
村
を
訪
ね
て
新
知
識
を
得
た
。
か
う
し
て
ど
う
や
ら
地
紳
祭
研
究
も
理
論
的
並
に
賞
際
的
に
一
段
落
配
合
げ
た
の
で
あ
る
が

種
々
の
事
情
に
妨
げ
ら
れ
て
未
だ
令
腕
を
公
表
す
る
に
本
叫
ん
ら
な
い
。
泣
く
閑
を
倫
ん
で
一
容
に
ま
と
め
よ
う
と
思
O
て
ゐ
る
が
、
裁

に
細
川
判
幹
事
の
求
め
に
臨
じ
、
古
文
献
を
護
表
し
、
識
者
各
位
の
教
を
乞
ひ
度
い
。

本
文
は
前
記
の
湿
り
、
菅
原
氏
の
御
厚
意
に
依
っ
て
認
す
を
作
た
も
の
で
あ
る
が
、
思
本
に
は
相
常
判
讃
し
難
い
文
字
も
あ
り
、

R
っ
、
内
外
の
古
典
を
引
回
附
し
て
あ
る
が
そ
の
原
典
に
暗
く
、
或
は
全
く
今
日
見
る
と
と
を
仰
な
い
と
岡
山
は
れ
る
も
の
も
あ
り
、
之

の
修
正
等
は
今
の
と
と
ろ
私
の
力
の
及
ば
た
い
も
の
が
多
い
。
そ
と
で
、
話
一
だ
遺
憾
で
あ
る
が
、
不
完
全
・
な
ま
L

で
費
去
し
後
日
訂

医
す
る
と
と
に
し
た
い
と
岡
山
ふ
。

術
ほ
拠
品
代
一
江
一
日
岬
川
(
百
は
内
に
も
作
る
同
意
〉
と
は
何
人
で
あ
る
か
私
に
は
分
ら
な
い
が
、
古
来
取
4
4
の
家
と
し
て
停
は
る
大
江



家
の
流
れ
に
属
す
る
人
か
と
推
定
し
て
ゐ
る
。
撰
定
年
の
天
明
元
年
は
皇
紀
二
四
四
一
年
、
光
格
天
皇
の
御
宇
に
常
る
。
書
中
に
叉

安
永
十
年
と
あ
る
が
、
と
の
年
、
年
競
が
改
め
ら
れ
改
属
さ
れ
た
の
で
天
明
元
年
と
同
年
で
あ
る
。
即
ち
今
隔
和
十
九
年
よ
り
百
六

十
三
年
前
に
な
る
。

本
書
の
的
値
如
何
に
つ
い
て
は
種
k

の
議
論
も
あ
ら
う
が
、
今
日
の
地
紳
祭
の
起
源
に
決
定
的
根
操
を
興
へ
た
と
と
だ
け
は
確
か

で
あ
る
。
詳
細
は
後
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
。

向
ほ
策
応
に
就
い
て
は
、
南
鶴
蔵
君
・
な
ら
び
に
加
藤
、
穴
同
雨
嬢
の
手
を
煩
は
し
た
。
設
に
コ
一
氏
K
到
し
厚
く
御
聞
を
申
L
L
げ
度

ぃ
。
判
読
十
作
友
い
場
合
は
口
印
を
記
上
て
お
き
、
持
喫
煙
椴
名
段
凡
て
並
H

過
の
仮
名
に
直
し
た
と
と
な
附
記
し
て
ゐ
く
。
以
上

(
昭
和
十
九
年
八
月
十
二
円
)

江

神
仙
霊
章

匡

J1 

撰

干長

秋

枇

H 

西焦

儀

斯
書
r
小
但
農
家
祭
枇
之
日
刑
法
諸
民
敬
行
斯
法
駆
邪
解
危
情
災
五
穀
幽
且
鶴
令
銀
充
満
家
運
長
久
子
孫
繁
昌
闘
安
泰
平
晶
画
官
癒
異
常
突

宗主神
章官11

赤

秋

リ吐

日

耐
叫

合主

春

秋

枇

日

醗

儀

叙

査
開
我
神
聖
之
岡
古
立
雷
耳
障
於
由
同
組
山
中
天
宮
命
陳
幣
覗
詞
口
組
皇
天
偏
秩
群
望
以
ル
A
H

紳
・
賦
之
恩
お
至
子
磯
城
瑞
向
一
朝
亦
祭
八
寓
群

一
神
先
天
枇
閥
枇
拍
子
日
泰
統
御
時
所
載
記
典
大
小
之
榊
紙
蛇
預
新
年
月
次
新
色
H

閑
幣
十
一
一
守
之
醗
者
惣
一
一
一
千
一
百
一
一
一
拾
二
陀
祭
杷
之
於
森

於
秋
或
於
臨
時
則
純
食
之
感
至
突
謀
突
然
時
間
於
此
鰐
也
抜
有
所
感
欲
使
天
下
之
諸
民
並
H

識
我
紳
祇
之
官
制
功
於
綜
杭
而
有
共
一
新
報
之
儀

江
医
弼
撰
春
秋
枇
目
勝
儀

この



甘
仏
医
靭
撲
春
秋
抗
日
限
儀

二

G
一一

論
之
以
漢
土
之
一
枇
税
敏
之
以
本
抑
之
慨
儀
市
迷
北
九
大
意
同
川
之
名
競
神
仙
一
出
血
章
存
秋
枇
日
醗
儀
H
一
ん
縞
欲
使
準
之
於
漢
一
枇
祭
以
前
報
於
我

帥
紙
而
側
間
五
穀
塑
鶴
岡
山
我
泰
平
之
無
彊
而
巴

一
大
明
元
年
辛
丑
仲
秋
上
旬

菊
丘
臥
山
人
文
段
江
区
弼
書
之

神

仙

謹

章

春

秋

枇

日

醸

儀

惣

日

ヨた

一
、
本
朝
漢
土
農
業
の
始
り
並
に
保
食
締
の
来
由

一
、
五
穀
御
租
紳
土
御
祖
神
銀
生
大
明
神
の
来
由

一
、
山
州
飽
伊
都
深
草
稲
荷
紳
枇
祭
式
古
今
飽
奨

一
、
農
業
の
人
土
御
組
静
五
穀
組
紳
を
祭
記
す
べ
き
事

一
、
農
業
の
人
常
に
曾
得
す
べ
き
一
大
事
並
に
餓
鐘
の
読

、
漢
土
報
閏
の
悠
川
崎
の
祭
の
式
百
紳
の
祭
蹴
の
事

一
、
本
朝
神
代
の
大
地
主
紳
呪
に
て
鰻
虫
の
害
を
除
く
事

一
、
木
朝
新
年
祭
設
に
新
年
祭
穀
奉
幣
サ
二
位
へ
勅
使
事

一
、
春
秩
の
枇
日
設
に
社
祭
の
故
賞
揚
鳳
閣
が
解
論

一
、
漢
土
に
て
祉
を
祭
る
故
賓
中
雷
を
祭
る
義
天
地
を
倉
親
解

て
紳
仙
春
秋
祉
の
祭
り
枇
壇
の
式
並
に
本
朝
に
て
祭
る
枇
随

一
、
本
朝
の
社
式
豆
方
の
土
を
以
て
矯
の
疑
問
並
に
答
穆

て
漢
土
春
秋
祉
の
祭
社
主
枇
樹
並
に
秦
盛
の
事

一
、
王
者
四
方
の
諸
侠
に
封
ず
祉
の
義
並
に
援
茅
の
事

一
、
月
令
民
義
容
の
六
二
月
の
令
政
教
節
令
物
候
の
抜
奉



つ
同
じ
〈
懇
の
十
五
八
月
の
令
政
教
節
令
物
候
の
抜
孝

一
、
漢
土
の
社
稜
壇
の
闘
並
に
四
書
翼
経
枇
考
の
和
解

-
、
本
朝
に
て
春
秋
抗
日
土
組
紳
等
を
祭
閲
す
る
の
略
式

一
、
本
朝
土
組
静
宝
穀
社
神
主
穀
守
護
神
の
神
名

一
、
本
朝
土
組
紳
五
穀
組
締
豆
穀
守
護
静
の
翠
符

沖

仙

霊

章

春

秋

u
枇

日

自信

儀

皇
京
菊
丘
臥
山
人
江
匡
弼
文
披
撰

O
本
朝
漢
士
農
業
の
始

b
就
に
保
食
神
の
来
由

後
磁
の
い
向
陽
太
守
町
民
思
協
が
湾
民
要
術
の
序
K
H
く
査
し
一
岬
農
来
和
を
篤
り
以
て
天
下
を
利
し
尭
問
子
に
命
じ
て
食
を
政
の
遣
と

し
吊
内
土
聞
を
制
し
て
寓
聞
に
作
り
叉
段
周
の
盛
な
る
詩
書
に
述
る
所
要
民
を
安
ん
や
る
に
定
と
叉
菅
氏
日
く
一
農
耕
ぜ
ざ
れ
ば
民
に

餓
る
お
刊
あ
り
と
宜
な
る
哉
夫
農
業
の
術
は
寓
民
を
養
ふ
の
本
左
り
農
術
精
し
か
ら
ざ
れ
ば
五
穀
を
得
る
事
少
く
寓
民
生
養
を
つ
ピ
〈

る
事
難
し
故
に
漢
土
の
炎
帝
一
岬
農
民
と
い
へ
る
聖
王
始
め
て
来
相
を
矯
り
て
民
に
耕
す
市
習
を
教
へ
た
り
と
い
ふ
放
に
此
帝
を
神
農
民

と
挽
し
ぬ
博
物
士
山
に
日
榊
農
五
穀
を
造
る
と
叉
和
問
方
の
序
一
匹
紳
農
百
草
の
味
を
嘗
め
て
以
て
首
両
氏
の
疾
を
救
ふ
と
又
賢
誼
新
書
一
五

榊
農
百
草
の
買
を
嘗
め
て
蹴
苦
の
味
を
察
し
民
を
し
て
穀
を
食
は
し
む
と
共
の
後
唐
帝
売
の
時
に
民
に
農
業
の
時
節
を
授
教
へ
も
ん
も

ふ
成
立
W
舜
の
時
に
日
棋
を
以
て
農
業
を
教
へ
た
も
ふ
是
を
以
て
詣
舜
の
政
は
天
下
寓
世
帝
王
の
明
鑑
た
り
其
後
一
代
の
聖
王
賢
君
天

下
関
家
を
治
る
に
必
4
7
農
業
を
す
L
め
鯨
踏
を
教
ふ
る
を
以
て
先
務
と
し
た
も
ふ
そ
れ
我
が
大
日
本
闘
に
於
て
農
業
の
始
を
考
ふ
に

日
本
書
紀
榊
代
巻
に
一
五

天
間
六
一
州
一
大
上
に
在
し
て
日
葦
原
中
闘
に
(
今
は
瞥
前
問
中
埠
を
い
ふ
な
り
)
保
食
紳
と
云
ふ
一
肺
あ
り
宜
し
く
爾
月
夜
見
傘
就
て
見

江
匡
弼
撰
泰
秋
社
日
除
儀

ご

O
一一一



一
れ
匡
弼
撰
春
秋
社
日
限
儀

ニ
O
山

よ
と
の
た
ま
ふ
共
時
月
夜
見
傘
勅
を
受
け
て
華
版
中
闘
に
降
り
て
己
に
保
食
一
仰
の
許
に
到
り
た
も
ふ
此
時
保
食
榊
即
道
を
廻
し
て
幽

に
部
ひ
し
か
ぽ
則
ち
口
よ
り
阪
山
川
づ
え
海
に
部
ひ
し
か
ぽ
鮪
の
蹟
踏
の
狭
も
の
亦
口
よ
り
向
づ
叉
山
に
鰐
ひ
し
か
ば
毛
の
鶴
毛
の
一
家

も
の
(
け
だ
も
の
を
い
ふ
)
亦
口
よ
り
出
づ
夫
品
物
悉
く
備
へ
て
首
机
K
貯
へ
饗
た
て
ま
つ
る
是
の
時
に
月
夜
見
傘
念
然
作
色
し
て
は

は
く
械
は
し
き
か
も
出
し
き
か
も
寧
ろ
日
よ
り
吐
れ
る
物
を
以
て
敢
て
我
れ
に
養
ふ
べ
け
ん
や
と
の
た
ま
ひ
て
廼
ち
創
を
抜
き
て
撃

殺
し
た
き
ひ
き
然
し
て
後
に
復
命
し
て
共
に
共
の
事
を
言
し
た
ま
ひ
き
時
に
天
服
大
紳
怒
り
ま
す
と
と
甚
だ
し
く
日
は
く
汝
は
是
れ

悪
し
き
榊
怒
り
相
見
じ
と
の
た
ま
ひ
て
乃
ち
月
夜
見
舎
と
一
日
一
夜
隔
て
離
れ
て
性
み
た
ま
ふ
是
の
後
に
.
米
間
大
榊
復
た
天
熊
大
人

を
遣
し
て
往
き
て
宥
せ
た
ま
ふ
是
の
時
保
食
紳
買
に
巴
に
死
れ
り
唯
共
の
紳
の
頂
に
牛
馬
化
第
れ
り
顧
の
上
に
架
生
れ
り
眉
の
上
に

生
ヒ
加
の
山
T

に
科
生
れ
り
腹
の
中
に
稲
生
れ
り
陰
の
中
に
委
及
び
大
豆
小
豆
生
れ
り
一
大
熊
大
人
悉
に
取
持
ち
去
き
て
奉
准
り
き
時

に
天
山
川
、
大
一
脚
立
n
ぴ
て
日
は
く
是
の
物
は
則
ち
願
見
脊
生
の
食
び
て
生
く
べ
き
も
の
な
り
と
の
た
ま
ひ
て
乃
ち
一
泉
州
作
委
豆
を
以
て
陪
問

種
子
と
筋
し
和
を
以
て
水
田
種
子
と
矯
す
叉
明
て
天
口
巳
君
を
定
め
た
ま
ひ
き
即
ち
比
(
の
稲
種
を
以
て
始
め
て
天
狭
川
及
び
長
聞
に
殖

う
共
切
秋
の
垂
刺
の
八
艇
に
莫
莫
然
高
た
快
し
叉
口
の
裏
に
虫
佐
合
み
使
ち
綜
な
抽
く
と
と
を
得
た
り
此
よ
り
始
め
て
養
震
の
道
あ

り

O
五
穀
御
組
柿
士
御
租
神
飯
生
大
明
神
の
来
由

夫
・
本
朝
の
農
業
と
建
設
の
迫
は
天
間
大
榊
の
御
代
に
始
る
事
は
榊
代
容
の
詑
示
の
如
上
抑
k

保
定
一
脚
と
は
日
本
書
紀
纂
蹴
上
ノ
コ
一
日

保
食
と
は
食
物
を
仙
刊
誌
る
と
い
ふ
也
榊
代
倉
一
書
日
伊
弊
諾
曾
伊
非
関
曾
飢
う
つ
く
時
生
る
児
を
稲
倉
梢
魂
A

叫
と
放
す
及
び
土
榊

を
梢
安
川
と
蹴
L
然
し
て
後
悉
く
寓
物
を
生
た
ま
ふ
と
講
述
抄
一
区
倉
稲
魂
-
を
う
け
つ
の
み
た
と
訓
す
ベ
し
壁
受
と
い
ふ
を
も
壁
受
と

い
ふ
の
僻
な
り
保
ん
良
川
な

E
い
ふ
も
持
五
穀
の
一
脚
名
怒
る
ペ
十
順
の
和
名
抄
に
稲
魂
和
名
は
字
介
美
太
万
俗
に
は
{
ず
が
之
美
太
万
と

い
ふ
と
あ
れ
ど
・
川
市
明
記
に
は
宇
迦
の
御
魂
と
あ
れ
ば
何
れ
が
是
怒
る
を
知
ら
や
日
本
紀
纂
腕
に
日
く
倉
和
魂
は
五
穀
一
仰
の
名
な
り
倉



と
は
五
穀
を
積
の
虎
な
り
稲
と
は
五
穀
・
の
長
な
り
魂
は
榊
の
象
友
り
今
大
和
岡
蹟
瀬
枇
是
な
り
一
岬
祇
令
日
大
忌
祭
は
蹟
瀬
龍
田
の
祭

り
を
い
ふ
友
り
冷
風
を
し
て
吹
か
さ
し
め
稼
新
滋
く
登
し
め
ん
か
矯
に
此
祭
あ
り
と
叉
紳
代
巻
講
述
紗
に
保
食
一
神
に
は
保
は
五
穀
の

名
な
り
と
今
山
城
間
紀
伊
郡
深
草
の
栴
荷
犬
明
榊
は
一
肺
停
に
云
稲
荷
は
即
ち
士
組
神
大
山
祇
倉
山
相
魂
の
コ
一
枇
に
し
て
深
草
山
の
上
に

飯
を
腐
り
た
る
如
舎
コ
一
の
峰
あ
れ
ば
飯
生
の
山
と
い
ふ
飯
生
の
森
と
も
披
た
り
人
主
間
十
三
代
元
明
天
皇
和
銅
元
戊
申
年
石
間
臣
深

草
の
願
主
内
舎
人
押
の
使
と
し
て
奥
州
に
赴
き
蝦
夷
の
範
賊
を
征
伐
に
下
る
時
此
の
飯
生
の
一
献
に
祈
願
し
て
遂
に
蝦
夷
を
平
治
ぬ
和

銅
二
日
同
年
に
御
倉
上
杭
荷
回
前
問
中
粧
を
は
飯
生
山
の
麓
に
祭
る
同
四
年
辛
亥
年
に
飯
生
を
栴
荷
と
書
く
た
り
諸
一
岬
詑
云
和
銅
四

年
二
月
九
日
倉
和
魂
榊
始
て
伊
奈
利
山
に
現
す
地
主
神
は
待
問
明
紳
怒
り
共
の
地
に
是
を
肥
る
此
に
稲
荷
大
明
一
紳
と
挽
す
と
叉
公
事

根
源
築
樟
に
は
和
銅
五
年
二
月
十
一
日
戊
午
に
に
始
て
現
・
?
と
又
豊
葦
原
と
宜
詑
一
五
辰
巳
の
方
に
営
り
て
倉
穂
魂
の
垂
跡
あ
り
夫
此

帥
は
百
穀
を
播
し
た
も
の
故
に
続
け
奉
る
一
紳
代
の
昔
よ
り
此
峯
に
向
ひ

も
知
ら
4
7
只
此
峯
に
願
れ
玉
ふ
は
人
王
四
十
一
一
一
代
元
明
天

'q和
銅
問
年
辛
一
亥
二
月
十
一
日
に
垂
醸
す
誠
は
諸
人
を
哀
憐
の
御
心
深
く
蒼
生
作
ら
ん
物
は
草
の
片
葉
ま
で
も
寓
の
災
を
接
ひ
玉
ふ

と
あ
れ
ば
農
家
た
る
者
傘
ぴ
信
す
べ
き
一
脚
な
り
神
祇
拾
遣
に
も
稲
荷
は
地
主
を
荷
同
一
帥
と
披
す
此
所
K
倉
和
魂
を
拠
る
放
に
し
か
い

ふ
と
諸
一
川
記
の
設
と
同
ヒ
叉
一
五
字
賀
御
魂
中
伊
非
諾
算
上
上
伊
非
加
傘
下

女
三
狐
の
由
縁
に
よ
っ
て
木
狐
を
安
置
す
と
い
へ
り
医

弼
掠
る
に
専
女
は
白
樺
謹
黄
専
女
紅
白
目
白
三
狐
の
一
紳
乞
い
ふ
な
り
類
衆
一
四
祇
本
源
一
玄
専
女
コ
一
狐
榊
と
叉
新
猿
紫
詑
云
伊
賀
一
等
友
と

何
海
抄
云
伊
賀
伊
勢
に
て
は
白
狐
を
専
女
御
前
と
い
ふ
今
一
岬
前
に
白
狐
を
置
く
は
此
紘
た
り
と
鎮
庵
簿
記
一
王
子
賀
美
多
腕
一
帥
=
一
狐
神

川
出
の
紳
友
り
と
又
一
王
子
賀
美
多
麻
是
伊
非
諾
伊
弊
船
二
一
紳
の
生
所
と
い
へ
り
叉
素
議
鳴
傘
の
女
に
字
賀
魂
稲
女
b
り
別
一
押
な
り
出

十
べ
か
ら
や
榊
名
略
記
云
屋
舶
撃
字
伊
東
姫
命
は
是
稲
露
な
り
俗
に
字
賀
美
多
腕
紳
と
い
ふ
と
又
廿
二
枇
註
式
一
五
稲
倉
魂
榊
一
名
は
曲
目
昆

字
策
航
命
と
諸
説
H
誌
の
如
し
何
れ
も
五
穀
の
榊
と
篤
す
叉
務
州
府
志
一
五
稲
荷
の
出
現
は
和
銅
四
年
二
月
九
日
友
り
と
長
暦
を
以
て
是

れ
そ
推
せ
ば
九
日
は
初
午
の
日

K
営
る
是
を
以
て
今
諸
人
一
初
午
の
日
に
参
詣
す
と
見
え
た
り

料
帥
供
、
六
帖
に
光
俊
糊
臣
の
寄
に
二
月
や
け
ふ
初
午
の
し
る
し
と
て
稲
荷
の
杉
の
と
と
、
川
技
も
な
し
と
此
歌
の
杉
の
故
賓
は
逐
て
一

江
匡
弼
撲
春
秋
社
日
除
儀

二

O
五



江
匡
弼
撰
春
秩
枇
白
除
儀

一一
O
六

書
を
著
し
稲
荷
の
榊
徳
を
述
ん
共
的
緋
や
べ
け
れ
ば
今
は
是
を
略
す

O
山
州
紀
伊
郡
深
草
稲
荷
紳
枇
祭
式
古
今
躍
の
冥
式

右
の
榊
停
閥
・
炭
坑
寸
に
載
る
を
看
れ
ば
誠
に
稲
荷
大
明
神
は
我
朝
五
穀
の
組
一
耐
に
し
て
壁
葦
原
ト
定
詑
に
訟
く
が
如
く
此
榊
は
諸
人
役

哀
憐
た
も
の
一
川
慮
深
く
ま
し
を
し
て
農
家
の
岡
山
品
に
作
る
所
の
一
切
の
物
は
草
の
片
業
ま
で
も
寓
の
災
を
接
ひ
た
も
ふ
と
あ
れ
ば
農

家
は
別
し
て
此
の
榊
徳
を
仰
ぎ
信
4
7
ベ
き
事
た
り
さ
れ
ば
稲
荷
の
祭
式
は
上
古
は
甚
だ
大
祉
な
る
事
に
し
て
者
悲
し
卦
一
五
回
せ
り
と
見

ゆ文
章
博
士
勝
一
照
明
衡
が
き
9
明
街
往
来
に
一
五
稲
荷
祭
の
事
一
切
腕
(
渡
り
給
ふ
問
純
然
の
厳
し
き
唯
一
関
川
崎
誠
に
如
在
の
儀
を
存
せ

り
も
っ
と
も
恭
承
す
べ
し
供
心
事
雑
人
千
高
と
い
ふ
事
を
知
ら
や
と
一
広
々
此
全
文
を
見
る
に
公
卿
百
官
骨
祭
式
の
矯
に
草
を
街
に
列
す

と
見
ゆ
此
藤
原
明
衡
は
後
-
冷
泉
院
の
(
人
王
七
十
代
)
御
世
の
人
か
ら
り
(
按
一
拝
…
泊
四
一
一
以
内
一
一
日
)
是
を
以
て
考
ふ
れ
ば
往
古
の
祭
一
時
の

式
は
川
正
れ
厳
誌
に
美
k

舗
か
り
し
に
中
世
観
世
に
及
ぴ
て
祭
棺
の
式
次
第
に
表
徴
し
近
世
に
到
り
で
は
繭
究
等
若
干
紳
輿
を
供
奉
し

安
永
=
一
申
午
年
勅
裁
の
御
倫
旨
を
な
し
下
さ
れ
数
百
年
来
退
時
衰
微
せ
し
祭
把
の
儀
式

只
民
地
を
渡
御
な
し
山
本
る
の
み
な
り
し
に

を
御
再
興
あ
ら
せ
ら
れ
奮
の
如
く
株
式
厳
重
に
行
粧
の
華
麗
普
謹
し
美
議
せ
り
是
に
於
て
稲
荷
五
枇
の
襲
耐
恰
悦
感
納
ま
し
ま
し
て

年
増
し
に
五
穀
墜
鶴
に
高
の
穀
ま
で
繭
谷
に
盛
熟
し
天
下
泰
平
岡
家
安
寧
に
し
て
高
民
悉
く
障
に
歌
ひ
野
に
打
て
安
く
柴
あ
り
是
ま

っ
た
く
此

ω
聖
代
に
常
り
で
か
し
と
く
も
五
穀
の
組
一
紳
倉
和
魂
の
一
柳
震
を
口
に
祭
記
せ
た
も
ふ
の
致
す
所
照
探
と
し
て
寓
民
と
と
ご

と
く
H
E
耐
搾
在
家
る
者
な
り
夫
士
農
工
商
の
川
民
及
飴
の
民
に
至
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
業
あ
り
家
業
b
れ
ば
共
家
業
の
組
一
利
あ
り

北
九
州
と
い
ふ
わ
武
家
に
て
は
持
武
の
道
を
教
始
め
た
も
の
一
州
武
の
道
を
守
護
帥
あ
り
叉
農
家
に
は
共
農
を
始
め
教
し
一
紳
農
の
道
を
守

護
榊
あ
り
工
目
次
に
は
始
め
て
ヱ
の
道
を
数
へ
し
榊
工
の
遣
を
守
龍
一
の
紳
あ
り
商
家
に
は
商
の
道
を
始
め
し
一
帥
闘
の
道
を
守
護
の
榊
あ

り
共
飴
の
従
業
的
に
も
又
そ
れ
ぞ
れ
の
榊
あ
り
是
を
す
ぺ
て
組
一
脚
と
稿
し
守
護
榊
と
い
ふ
友
り
探
れ
ば

家
業
そ
れ
ぞ
れ
の
組
榊
守



護
神
を
恭
ひ
敬
し
み
祭
-
略
し
て
共
神
尽
を
報
す
べ
き
事
な
る
に
其
一
岬
思
を
報
ず
る
事
わ
か
つ
て
致
さ
す
只
仰
の
み
信
じ
恭
敬
し
て
共

悌
思
在
報
や
る
な
左
極
k

の
悌
市
曹
は
致
せ
ど
も
共
家
業
に
て
己
が
身
命
を
得
て
父
母
妻
子
を
養
び
な
が
ら
共
神
恩
を
報
や
る
事
を
識

ら
ざ
る
者
は
誓
へ
ば
山
城
の
伏
見
街
道
に
住
居
す
る
商
家
年
毎
の
二
月
初
午
に
稲
荷
大
明
榊
の
御
息
に
て
年
中
の
貯
を
致
す
れ
ど
肉

を
致
し
金
銀
を
も
ふ
け
な
が
ら
共
一
碑
思
を
識
ら
や
藤
森
の
氏
子
な
り
と
稲
荷
の
祭
杷
を
致
さ
官
る
が
如
く
若
人
共
家
業
の
抱
一
岬
守
護

神
の
神
怨
を
探
く
忠
ふ
℃
共
組
榊
守
護
神
を
平
常
に
恭
敬
ひ
祭
杷
し
て
其
岬
思
を
液
せ
ば
共
人
家
業
繁
昌
子
孫
連
綿
息
災
無
病
延
命

長
毒
し
金
銀
米
銭
充
満
し
吉
鮮
如
意
な
る
事
何
の
疑
ふ
所
か
あ
ら
ん

大
日
本
間
民
世
祭
儀
の
略
同

O
農
業
の
人
士
御
組
紳
五
穀
の
組
紳
を
祭
把
す
べ
き
事

夫
士
農
工
商
の
州
民
は
世
界
に
於
て
も
是
を
闘
く
ぺ
か
ら
や
然
り
と
織
も
農
は
此
中
に
於
て
一
日
も
闘
く
べ
か
ら
や
そ
の
放
に
聖
人

の
政
は
教
養
の
こ
に
あ
り
附
し
て
共
序
を
論
や
れ
ば
養
を
先
と
怒
し
教
を
後
と
す
是
官
し
め
て
後
に
是
に
数
ふ
る
な
り
何
と
-
な
れ
ば

食
は
惟
高
民
の
ベ
な
り
農
は
政
の
本
と
す
民
の
道
た
る
恒
の
慶
た
き
考
は
恒
の
心
な
し
と
い
ふ
て
夫
れ
人
は
そ
れ
そ
れ
の
家
業
な
け

れ
ば
心
常
に
轄
動
散
飢
す
る
放
に
常
の
心
な
し
常
の
心
な
き
時
は
則
自
然
悪
心
起
り
て
途
に
共
身
命
一
を
亡
す
た
り
恒
の
家
主
あ
る
者

は
共
家
業
を
出
精
さ
へ
す
れ
ば
自
然
と
金
銀
米
銭
集
り
衣
食
満
足
て
自
然
と
糟
儀
興
る
べ
く
教
化
も
行
わ
る
べ
し
古
語
円
時
.
儀
は
宮

貴
よ
り
生
じ
盗
賊
は
貧
窮
よ
り
起
る
と
い
へ
り
此
故
に
古
の
明
君
は
民
の
家
業
を
制
す
る
を
以
て
先
務
と
な
し
給
ふ
共
民
の
家
業
を

制
す
る
道
は
稼
桔
を
教
ふ
る
を
以
て
先
と
す
故
に
舜
王
は
葉
い
ふ
人
を
以
て
日
棋
と
潟
し
民
に
稼
拙
仰
を
教
へ
五
穀
を
樹
惑
す
五
穀
熟

し
て
宙
開
民
養
育
す
是
に
が
、
て
契
と
い
ふ
人
を
以
て
司
徒
と
篇
し
敬
む
で
五

を
敷
く
五
教
行
は
れ
て
人
倫
の
道
明
な
り
是
聖
人
の
政

を
志
た
ま
ふ
次
第
な
り
然
る
放
に
養
ぴ
塑
に
し
て
人
倫
の
道
も
明
に
友
り
し
是
を
以
て
漢
土
の
尭
主
舜
帝
の
政
は
天
下
市
内
世
の
帝
王

。
埴
鑑
た
り
共
よ
り
後
代
々
の
聖
王
賢
君
天
下
同
家
を
治
め
た
ま
ふ
に
必
や
農
業
を
す
L

め
接
税
を
教
る
事
を
先
に
し
人
倫
の
道
を

江
匡
弼
撰
春
秋
社
日
勝
儀

二

O
七



江
匡
弼
供
出
骨
秋
社
日
除
儀

二
O
八

正
す
を
以
て
本
と
し
た
ま
は
ざ
る
は
な
し
探
れ
ば
農
民
の
家
業
耕
作
の
道
ほ

E
世
に
大
切
友
る
道
は
な
し
漢
土
木
朝
共
に
農
業
の
道

始
ま
り
て
よ
り
今
の
慌
に
到
り
何
闘
の
農
民
と
し
て
も
共
農
術
に
疎
き
者
は
な
く
と
と
ん
1
1
く
共
道
を
件
、
た
り
と
一
五
へ
し
然
れ
ば
此

の
上
に
何
を
か
設
か
ん
且
漢
土
に
於
て
わ
農
政
金
書
桝
民
要
術
等
の
農
書
少
友
か
ら
や
我
朝
に
が
、
て
わ
近
世
農
業
金
書
と
い
へ
る
岡

字
に
て
幼
主
知
人
も
一
一
間
易
き
に
於
て
は
狛
以
て
何
を
か
書
か
ん
然
る
に
此
書
を
撲
び
し
愚
生
は
前
に
も
設
し
が
如
く
狛
ζ

の
k
に
そ

の
農
業
の
組
一
柳
と
共
守
護
一
岬
と
を
祭
杷
り
敬
み
一
馴
ら
ぱ
益
以
て
風
雨
和
順
に
十
日
の
雨
技
を
鳴
さ
宗
五
日
の
雨
魂
を
穿
た
や
五
穀
よ

く
盛
に
熟
し
高
穀
よ
く
墜
鶴
に
し
て
天
下
恭
平
岡
家
安
寧
前
向
民
を
し
て
安
楽
な
ら
し
め
ん
是
農
民
の
勲
功
と
い
ふ
ぺ
し
宣
古
設
に
い

は
や
や
五
穀
熟
し
て
高
民
安
し
と
放
に
今
士
工
掬
の
事
を
さ
し
置
き
て
先
づ
農
業
の
組
紳
を
守
護
神
及
び
農
家
の
故
買
を
一
二
邸
中
げ

て
北
神
川
仙
の
深
き
を
示
し
且
祭
の
式
法
を
略
説
す

O
農
業
の
人
常
に
合
得
す
べ
き
一
大
事
並
舵
餓
俸
の
読

夫
農
業
の
術
は
人
を
養
ふ
の
本
な
り
農
術
純
粋
な
ら
ざ
れ
ば
五
穀
熟
す
る
事
な
く
高
民
を
生
育
す
る
事
能
は
ざ
れ
ば
五
穀
盛
熟
ざ
る

年
を
凶
と
い
ひ
又
歳
惑
と
も
磯
僅
年
と
も
い
ふ
な
り
月
令
腐
義
日
五
穀
熟
せ
ざ
る
を
機
と
い
ひ
野
菜
熟
せ
ざ
る
を
僅
と
い
ふ
と
又
一
九

穀
皆
熱
る
年
左
大
有
年
と
い
ふ
叉
有
年
と
も
又
は
稔
歳
と
も
い
ふ
註
に
稔
は
年
な
り
五
穀
熟
す
る
を
捻
と
い
ふ
即
盟
年
を
い
ふ
也
又

は
梁
東
歳
と
も
い
ふ
夫
れ
凶
年
に
し
て
餓
龍
な
れ
ば
大
地
よ
り
生
や
る
一
切
高
物
と
と
と
と
く
生
せ
や
総
て
高
民
食
謹
き
て
皆
餓
死

す
る
に
至
れ
ば
子
は
親
の
餓
死
す
る
を
如
何
と
も
す
べ
き
様
な
く
親
は
子

ω
餓
死
す
る
を
救
ふ
事
能
は
や
夫
機
て
死
す
れ
ど
も
妻
赴

を
如
何
と
も
す
ぺ
き
な
く
街
に
倒
れ
道
路
に
蹟
れ
講
油
に
鍔
れ
家
一
長
野
外
に
鰭
れ
て
横
死
す
る
者
算
配
乱
す
が
如
く
突
き
叫
ぶ
艶
肝

陥
に
渦
九
ん
を
見
彼
を
聞
と
き
は
散
も
是
を
悲
し
ま
ざ
ら
ん
誰
か
是
を
哀
憐
ざ
ら
ん
や
嵯
是
を
思
へ
ば
寓
民
常
に
願
ふ
べ
き
は
天
下
務

チ
岡
家
安
寧
五
穀
成
就
前
向
穀
塑
践
と
朝
夕
に
榊
明
に
向
ひ
耐
仙
を
仰
て
此
の
一
大
事
を
析
躍
す
べ
き
も
の
や
夫
農
業
の
人
は
此
の
一

大
事
を
一
心

κ忘
れ
や
常
に
思
ふ
ぺ
き

世
界
寓
民
の
身
命
は
農
業
の
者
我
等
が
預
り
物
な
り
共
放
は
寓
民
は
比
四
五
穀
を
食
ふ
て
身



命
を
保
養
ふ
も
の
な
れ
ば
五
穀
成
熟
せ
ざ
れ
ば
共
身
命
そ
保
養
ふ
事
能
は
や
探
れ
ば
農
業
の
人
常
に
天
地
の
紳
祇
に
祈
っ
て
五
穀
及

ぴ
皆
同
の
穀
な
さ
し
め
玉
へ
と
丹
誠
を
抽
で
た
ば
た
と
へ
年
の
運
悪
し
く
高
穀
成
熟
ざ
る
年
に
遇
ふ
と
も
共
丹
誠
を
し
ら
し
成
熟
を
祈

る
者
の
剖
向
的
は
市
内
穀
よ
く
成
熟
塑
師
師
、
な
る
ぺ
き
事
何
の
疑
ふ
所
か
あ
ら
ん
若
し
凶
年
に
遇
っ
て
共
人
の
同
畠
の
み
五
穀
成
熟
し
穀

警
鶴
友
れ
ば
共
人
は
古
今
希
有
の
人
に
て
天
下
高
民
の
岱
に
は
神
仙
と
も
稿
す
ベ
し
背
子
日
一
農
耕
さ
U
れ
ば
民
に
鰐
る
者
あ
り
一

支
織
ら
ざ
れ
ば
川
刊
に
寒
暑
る
り
倉
鷹
賓
ち
て
抽
阿
佐
剖
を
知
り
衣
食
足
て
柴
辱
を
知
る
と
叉

H
人
生
勤
あ
り
勤
る
時
に
は
康
し
か
ら
や
と

い
へ
り
農
家
の
人
の
勤
め
る
は
耕
作
に
あ
り
勤
時
は
五
穀
麗
し
か
ら
ざ
る
事
照
然
な
れ
ば
農
家
の
入
は
耕
作
を
一
大
事
と
翻
念
し
神

仙
に
祈
腕
し
て
五
穀
及
び
寓
の
穀
成
熟
を
希
ふ
べ
き
事
専
一
に
す
べ
し
今
是
を
榊
仙
に
新
時
し
て
と
い
ふ
事
に
附
て
は
或
人
予
に
問

ふ
て
日
夫
五
穀
成
熟
を
析
ら
ば
天
地
の
神
祇
に
祈
て
と
そ
い
ふ
ぺ
き
に
神
仙
に
祈
る
ぺ
し
と
は
師
常
に
仙
数
を
す
る
を
以
て
い
ふ

か
五
穀
成
熟
を
祈
る
に
何
ぞ
神
仙
を
祈
る
事
を
用
ひ
ん
と
予
併
合
へ
て
日
く
善
哉
汝
が
聞
と
と
や
夫
仙
と
凡
夫
を
去
っ
て
聖
人
神
明
伸

陀
に
返
る
の
義
な
り
共
事
予
が
著
述
す
日
本
列
仙
全
体
に
略
と
れ
を
排
す
る
が
如
し
夫
我
朝
の
組
一
岬
は
皆
仙
な
り
共
放
は
我
朝
の
上

知
の
へ
は
皆
心
正
直
質
素
に
し
て
虚
静
悟
淡
無
尽
な
れ
ば
自
然
と
貫
一
の
察
庁
に
契
ふ
て
紳
繁
照
然
と
し
て
一
一
闘
の
明
鏡
の
如
く
陰

陽
不
側
虚
雲
不
昧
生
時
明
妙
霊
た
り
依
て
天
下
を
統
御
す
岡
王
を
日
愉
に
比
ペ
て
天
照
犬
神
と
銃
し
奉
る
と
る
所
を
円
満
と
い
ふ
故

に
伸
詩
類
日
目
の
崎
に
満
つ
る
を
一
柳
と
い
ふ
と
あ
り
勤
く
所
を
日
止
と
い
ふ
具
、
訓
一
に
し
て
直
に
腫
な
る
時
は
日
と
よ
ぴ
用
な
る
時

は
日
と
讃
む
障
っ
て
人
を
神
と
の
訓
を
分
け
た
り
天
照
大
一
仰
の
聖
教
私
な
く
日
輸
の
同
海
を
照
す
が
如
し
と
い
ふ
の
曾
披
な
り
上
古

の
君
回
し
と
し
く
正
直
質
素
無
震
清
浮
な
り
し
か
ば
都
て
神
と
m
惜
し
作
品
ハ
代
を
一
神
代
と
披
す
故
に
神
は
仙
な
り
仙
は
一
酬
な
り
叉
悌
佐
も

仙
と
い
ふ
放
に
伸
説
本
行
経
臼
忍
辱
修
行
コ
一
千
百
二
劫
に
し
て
始
め
て
口
仙
を
設
す
披
し
て
清
博
同
然
暗
王
如
来
と
い
ふ
と
叉
華
厳

経
の
墨
田
義
日
悌
は
是
大
仙
友
り
身
は
民
金
色
放
に
帥
仰
を
金
色
仙
と
い
ふ
と
叉
般
若
般
論
十
日
二
一
来
菩
薩
も
亦
仙
と
稀
名
づ
く
仰
は
北
パ

中
に
於
て
設
掌
上
の
故
に
大
仙
と
名
づ
く
と
又
侃
庭
事
必
に
け
く
漢
の
明
帝
摩
聡
に
問
ふ
て
け
く
悌
道
の
中
に
も
仰
の
競
あ
り
や
と

摩
騰
答
円
機
に
随
ひ
榊
形
を
願
し
人
を
守
護
り
或
は
災
難
を
除
き
危
維
を
救
ぴ
支
ふ
事
を
聖
人
を
仙
と
い
ふ
も
品
目
疋
を
仲
仙
と
桶
し

江
匡
弼
撲
春
秋
批
日
除
儀
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O
九



江
匡
弼
撰
春
秋
枇
白
眼
前

二一

O

容
び
敬
ふ
た
り
又
漢
土
我
朝
に
於
て
仙
人
と
い
ふ
者
数
多
あ
れ
と
も
此
真
一
の
露
旨
に
契
は
や
良
一
を
大
悟
せ
ざ
る
仙
人
は
神
仙
民

人
と
い
ふ
べ
か
ら
や
特
術
士
方
士
と
い
ふ
布
引
に
て
侃
仙
な
り
誠
の
仙
人
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
皆
幻
術
魔
法
な
り
此
部
分
は
大
卒
庇
記

の
巻

ω
一
な
H
C
に
見
え
た
り

O
漢
土
報
田
の
祭
婚
の
祭
の
祭
式
百
神
の
祭
詑
の
事

夫
農
業
耕
作
の
事
は
本
割
に
て
は
一
岬
代
に
始
り
し
事
は
前
に
神
代
倉
を
引
い
て
詳
に
設
か
如
し
又
神
代
各
日
天
照
大
帥
天
狭
間
長
川

を
以
て
御
聞
と
な
し
た
も
ふ
時
卓
垂
直
鳴
一
等
春
は
重
控
室
J

し
且
共
の
畔
を
臨
ち
(
持
民
一
畑
一
鵬
お
一
畑
の
)
秋
山
失
の
班
駒
を
放
ち
て

問
の
中
に
伏
せ
し
む
と
然
れ
ば
我
朝
に
於
て
上
京
匝
よ
り
下
高
民
に
至
る
ま
で
五
穀
を
食
ふ
て
身
命
を
保
ち
安
楽
に
世
を
渡
る
者
は

天
間
犬
神
の
一
例
恩
を
深
く
思
ひ
共
一
岬
を
報
す
べ
き
事
な
り
漢
土
に
て
農
業
&
始
め
た
ま
ふ
は
炎
帝
一
岬
農
な
り
故
に
漢
土
に
於
て
は
峨

同
の
祭
詰
に
杜
氏
通
典
を
引
て

H
伊
替
の
代
始
て
け
の
踏
あ
り
古
の
君
子
是
在
し
て
必
・
予
報
や
是
を
報
日
祭
と
い
ふ
共
紳
を
光
商
と

い
ふ
即
帥
農
怒
り
初
て
岡
の
事
を
矯
す
故
に
以
て
報
ず
グ
の
躍
と
は
川
は
路
運
の
註
蹴
に
日
百
一
神
を
祭
る
を
け
と
い
ふ
陸
同
一
五
A
V

は
・

積
ん
で
乍
と
一
五
ふ
と
又
玉
燭
寅
典
日
刊
は
百
一
岬
に
報
十
る
を
い
ふ
と
玉
篇
に
け
は
子
亦
切
虫
の
名
又
け
も
同
ヒ
祭
白
名
と
あ
り
何
れ

刊
と
は
祭
の
事
に
て
炎
帝
榊
農
は
農
業
を
始
め
玉
ふ
帝
な
れ
ば
同
畠
の
組
一
神
と
得
し
て
祭
踏
を
行
ふ
と
と
な
り
月
令
民
義
に
口
の
祭

に
は
黄
衣
を
被
て
寅
冠
を
着
し
祭
る
と
あ
り
ま
た
唐
書
に
は
多
臓
目
前
の
寅
日
に
百
紳
を
南
効
に
グ
す
と
あ
り
夫
y
の
慨
は
詳
に
開

詑
の
郊
特
牲
篇
に
見
え
た
り
郊
特
牲
日
天
子
は
大
日
伊
者
氏
始
め
て
け
を
潟
す
げ
は
素
な
り
歳
の
十
二
月
に
寓
物
を
合
せ
楽
め
て
是

を
索
細
企
す
註
に
H

A

V

は
八
一
岬
を
祭
る
先
尚
一
つ
司
背
二
つ
農
三
つ
郵
表
畷
四
つ
納
五
つ
坊
六
つ
水
府
七
つ
昆
虫
八
つ
な
り
伊
4
4

口
氏
と

は
尭
帝
を
い
ふ
な
り
共
後
の
聖
人
共
農
業
に
功
あ
る
者
に
報
ぜ
ん
と
欲
し
て
十
二
月
に
寓
物
を
求
索
て
享
祭
た
ま
ふ
を
是
を
索
饗
す

と
い
ふ
た
り
伊
の
祭
は
先
尚
一
岬
農
在
主
と
し
て
共
に
司
訟
を
祭
る
司
沓
と
は
ト
ム
古
の
后
棋
の
官
を
い
ふ
百
穀
の
種
を
司
る
榊
と
を
祭

り
て
北
同
に
報
や
と
は
其
民
に
罫
乞
教
ゆ
る
の
功
を
報
や
る
事
を
い
ふ
な
り
偲
農
は
押
の
同
峻
に
て
民
に
功
あ
る
者
な
り
郵
表
畷
と
は



郵
は
郵
帝
の
舎
な
り
同
畔
畷
を
相
連
ぬ
る
底
を
標
表
し
て
郵
舎
を
遺
矯
て
問
峻
(
措
尚
一
一

m一
同
)
是
に
て
居
て
以
て
耕
者
を
行
す
放
に

是
を
部
実
畷
と
い
ふ
な
り
杭
虎
と
わ
同
畠
に
猫
を
迎
え
て
共
同
鼠
を
食
は
し
虎
を
迎
へ
て
は
同
家
を
食
は
し
め
ん
か
母
に
猫
と
虎
を

養
ふ
て
使
は
必
や
祭
る
な
り
蘇
東
披
H
猫
虎
を
迎
ふ
る
と
は
舗
の
戸
と
虎
の
戸
と
を
偽
り
て
是
佐
祭
る
也
霞
に
猫
虎
に
は
非
や
偲
H
A

坊
と
は
堤
な
り
以
て
水
を
蓄
へ
亦
以
て
水
を
障
ふ
所
た
り
水
府
と
は
溝
を
い
ふ
た
り
是
等
皆
農
業
の
備
な
り
己
上
と
の
八
つ
の
物
は

耕
作
に
要
用
の
物
な
れ
ば
是
を
祭
り
た
ま
ふ
な
り
共
の
祭
る
時
に
祝
辞
あ
り
副
昨
に
日
く

土
反
一
l
A
バ
宅
一
水
師
-
主
パ
壁
一
昆
虫
母
レ
作
草
木
師
ニ
共
津
一

此
の
耐
鮮
の
意
を
解
い
て
い
は
Y
先
土
は
共
宅
に
反
と
は
宅
は
猶
安
と
い
ふ
が
如
し
土
安
と

に
肘
れ
坦
る
事
な
く
水
は
共
翠
に
川
町

る
と
き
は
泣
溢
と
な
し
昆
虫
は
棋
蝉
の
属
に
て
稼
を
害
す
る
者
を
い
ふ
作
る
と
と
母
れ
と
は
作
る
は
る
な
り
稼
を
害
す
る
虫
は
生

や
る
事
‘
な
か
れ
と
い
ふ
義
な
り
草
木
は
共
津
に
蹄
れ
と
は
草
木
各
根
を
薮
深
に
師
し
て
田
島
に
生
守
る
率
一
な
か
れ
と
い
ふ
の
祝
辞
な

り
叉
郊
特
性
日
♂
の
祭
は
仁
の
至
り
義

ω諜
せ
る
な
り
叉
周
糟
管
章
一
五
闘
に
J

を
祭
る
時
は
幽
磁
を
ュ
日
士
穀
を
撃
以
て
老
物
を
息
ふ

と
叉
効
特
牲
円
黄
衣
黄
冠
し
て
祭
る
は
田
夫
を
息
ふ
と
い
へ
り
野
夫
黄
冠
す
黄
冠
と
は
草
服
な
り
詰
月
令
に
先
組
五
杷
に
臨
す
農
を

勢
ふ
を
以
て
是
を
休
足
す
此
祭
是
な
り
と
寅
抵
は
草
野
の
服
と
い
へ
り
猶
詳
友
る
事
は
共
書
に
往
て
見
る
べ
し

。
本
朝
紳
代
大
地
主
神
呪
に
て
瞳
虫
の
害
を
退
〈
事

右
に
載
る
け
の
祭
り
の
見
虫
は
娯
睦
の
属
に
て
柄
を
害
す
る
と
い
ふ
義
に
附
て
昆
虫
の
紳
呪
あ
り
古
語
拾
遺
一
民
昔
一
岬
代
に
大
地
主
神

間
を
替
る
日
牛
の
を
以
て
同
人
に
食
は
し
む
時
に
於
て
御
歳
柿
の
子
共
同
に
室
り
饗
を
唾
吐
て
還
り
て
御
歳
榊
に
此
事
を
合
る
に

御
歳
紳
怒
り
て
陸
を
以
て
其
田
に
放
つ
に
共
苗
葉
忽
に
枯
損
て
篠
竹
に
似
た
り
是
於
て
大
地
主
紳
片
双
一
肱
口
忍
を
し
て
(
時
一
明
伽

M
h

一
一
占
)
共
一
闘
を
主
主
る
に
亙
告
げ
て
日
御
歳
費
目
り
を
な
す
宜
し
く
白
猪
白
馬
白
難
を
献
り
て
以
て
共
怨
を
解
へ
し
と
数
へ
た
れ

ば
共
教
の
如
く
翁
に
御
歳
一
岬
答
て
日
賓
に
五
日
所
意
篤
な
り
麻
の
柄
を
以
て
特
に
作
り
是
を
持
せ
て
共
葉
を
以
て
是
を
掃
ひ

X
帥
草
生

江
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以
て
是
を
押
せ
応
扇
を
以
て
是
を
白
嗣
げ
苅
品
川
如
く
し
て
同
一
五
ら
や
'
は
立
し
く
牛
の
宍
を
以
て
滞
の
口
に
置
き
て
男
輩
形
を
作
り
て
以

て
是
に
加
へ
よ
時
一
時
間
一
枕
一
明
ふ
惹
子
萄
…
制
呉
桃
の
薬
及
び
糠
を
以
て
其
畔
に
班
置
け
と
仰
て
共
の
数
の
如
く
せ
し
か
ば
苗
業
後
茂
り

年
穀
盟
総
り
ぬ
是
今
一
刑
祇
官
に
白
精
白
馬
肉
難
を
以
て
御
蔵
榊
を
祭
る
の
綾
な
り
匡
弼
按
す
る
に
男
双
一
形
或
書
に
男
従
形
又
は
男
帯

形
と
す
る
友
り
我
制
は
神
仙
の
闘
に
て
榊
代
よ
り
か
L

る
一
岬
呪
あ
り

O
本
朝
新
年
祭
並
新
年
穀
奉
幣
廿
二
枇
へ
勅
仕
の
事

夫
農
業
は
天
下
の
政
の
本
怒
り
故
に
漢
七
の
天
子
は
大
げ
の
祭
を
行
ひ
て
八
榊
を
祭
記
た
ま
ふ
共
飴
の
祭
り
数
多
あ
る
も
刊
五
穀
成

熟
の
一
航
時
に
あ
ら
や
'
主
い
ふ
事
な
し

我
朝
は
神
岡
な
れ
ば
五
穀
成
熟
五
穀
蟹
鶴
の
祈
時
共
諸
一
岬
を
祭
て
共
紳
出
に
報
や
る
一
州
事
枚
皐
す
べ
か
ら
守
延
喜
式
典
也
の
第
一
よ
り

第
八
に
至
り
て
井
、
神
事
佐
誠
せ
同
巻
の
第
二
十
二
M

内
部
省
上
第
二
十
三
民
部
省
下
第
二
十
六
主
税
寮
zrh

第
二
十
七
主
税
寮
下
等
に
見

.
ゆ
又
年
中
行
事
に
二
月
四
日
祈
年
祭
る
り
て
築
上
案
下
三
千
飴
鹿
の
一
岬
を
祭
る
共
所
々
た
し
か
な
ら
ざ
る
あ
り
閥
司

各
地
方
の
諸

岡

に
は
祈
年
祭
を
行
ふ
共
日
南
殿
に
て
御
拝
あ
り
辰
巳
の
間
巽
に
む
け
て
御
座
を
敷
き
径
二
枚
宇
帖
れ
い
の
御
艇
に
同
じ
伊
勢
大

一
神
宮
を
拝
し
た
も
ふ
又
前
年
穀
奉
幣
と
い
ふ
事
あ
り
二
月
の
中
古
目
し
て
奉
ら
る
サ
二
枇
な
り
上
卿
腕
の
座
に
て
使
を
定

使
は
中
納
言
加
茂
平
野
栂
尾
春
日
は
宰
相
共
外
は
阿
依
五
位
の
使
並
に
卿
使
に
は
失
官
る
り
外
記
と
れ
を
催
す
廿
二
一
位
。
ん
札
命
は
伊

勢
は
糠
色
紙
加
茂
は
紅
梅
色
北
パ
外
は
黄
色
紙
な
り
又
七
月
に
祈
年
祭
奉
幣
の
日
つ
い
て
を
撰
ぶ
二
月
に
同
じ
と
此
事
年
中
行
事
に
詐

八
幡
の

な
り
今
札
一
泌
を
略
す
然
れ
ば
本
州
相
模
土
は
い
ふ
に
及
ば
守
南
盤
北
夷
共
飴
の
外
の
闘
と
い
え
ど
も
五
穀
成
熟
高
穀
盟
儲
b
L
折
る
事
は
な

く
て
や
は
有
る
べ
き
元
よ
り
農
業
を
な
す
の
人
は
い
ふ
に
及
ば
や
今
日
五
穀
を
食
ふ
て
身
命
を
保
養
ふ
も
の
五
穀
の
組
榊
守
護
榊
土

の
組
一
岬
は
片
時
も
忘
る
べ
か
ら
や
J

然
り
と
い
へ
左
も
今
日
口
口
家
業
世
務
の
事
繁
き
共
神
思
佐
深
く
忠
ひ
報
ぜ
ん
と
欲
す
と
も
心
に

住
す
べ
か
ら
や
然
り
と
て
其
、
榊
尽
を
探
く
蒙
り
各
そ
の
身
命
を
保
養
ひ
-
な
が
ら
共
榊
恩
に
被
や
る
事
を
欲
は
や
成
ざ
る
は
禽
批
と
や



い
は
ん
父
母
主
計
の
思
を
知
ら
ざ
る
よ
り
滞
ま
し
き
事
な
り
何
て
意
あ
ら
ん
人
に
教
へ
識
し
奉
る
今
よ
り
五
穀
を
食
ふ
て
身
命
な
保

養
ふ
人
々
は
一
年
に
二
度
何
と
ぞ
五
穀
の
組
榊
守
護
一
紳
士
の
一
紳
恩
を
報
や
る
銭
に
祭
肥
を
な
す
べ
し
共
祭
配
を
な
す
臼
は
持
年
の
が

一
一
月
の
↓
駐
日
と
秋
八
月
の
枇
日
と
た
だ
年
二
度
な
れ
ば
甚
だ
心
易
き
事
な
り
泰
の
二
月
秋
の
八
月
雨
皮
の
枇
日
は
一
陪
に
記
し
あ
れ
ば

毎
年
日
間
を
見
て
考
へ
知
る
べ
し
此
社
日
に
右
の
祭
を
す
れ
ば
五
穀
成
熟
高
穀
豊
崎
院
に
し
て
天
下
泰
平
岡
家
安
寧
家
内
繁
昌
夫
婦
和
A
H

し
子
孫
長
久
金
銀
米
銭
倉
康
に
充
満
し
無
病
息
災
害
命
水
長
た
る
べ
し
故
に
人

k

k
勤
め
奉
る
今
よ
り
必
十
大
間
一
堂
口
し
て
存
駅
の

枇
日
に
於
て
五
殺
の
組
一
岬
守
護
神
土
の
組
紳
を
身
の
分
限
に
臨
じ
て
な
し
給
へ
共
祭
り
の
式
法
並
に
漢
土
本
朝
に
於
て
枇
日
の
故
事

等
詳
に
左
に
記
し
て
厚
士
山
あ
っ
て
神
岡
山
を
報
や
る
人
に
識
す
な
り

O
春
秋
の
枇
日
並
び
に
祭
の
故
賞
揚
鷹
閣
の
排
論

夫
れ
春
秋
の
枇
日
と
い
ふ
は
年
毎
の
暦
に
詑
す
が
如
し
尚
天
明
元
年
丑
の
年
の
二
月
の
祉
日
は
二
月
廿
五
円
戊
辰
の
日
な
り
秋
八
月

は
八
日
戊
・
亥
日
な
り
運
気
暦
説
日
春
の
一
駐
日
は
二
月
の
節
に
入
っ
て
二
度
目
の
戊
の
日
を
杭
日
と
い
ふ
農
家
に
脱
す
る
日
た
り
又
秋

の
駐
日
は
八
月
の
節
に
入
っ
て
二
度
目
の
戊
の
日
を
秋
の
↓
駐
日
ー
と
い
ふ
農
業
家
に
祝
す
と
る
れ
ど
巨
弼
按
に
年
に
依
て
た
が
ふ
事
る

り
暦
を
見
て
共
年
の
枇
日
を
考
へ
知
る
べ
し
府
林
問
答
に
日
或
人
間
ふ
て
日
枇
日
と
い
ふ
は
何
ゆ
え
ぞ
答
へ
て
日
く
尚
書
暦
日
枇
日

と
は
挺
毎
に
春
秋
一
同
る
べ
き
の
枇
世
帯
土
地
の
主
な
り
捜
は
五
穀
の
長
怒
り
一
J

月
、
八
月
は
陰
陽
の
中
祭
な
り
二
月
を
春
一
位
と
し
八
月

を
秋
枇
と
す
共
百
穀
貰
っ
て
稼
稜
成
る
ゆ
え
之
徳
に
臆
じ
て
杷
る
故
に
春
一
位
は
春
分
に
近
き
戊
日
秋
枇
は
秋
分
に
泣
き
戊
の
日
た
り

各
氏
に
命
じ
て
土
地
を
祭
り
て
悪
気
を
い
棋
は
し
む
そ
れ
戊
は
土
友
り
放
に
戊
日
を
取
っ
て
是
を
祭
る
と
若
駐
日
に
祭
記
を
行
は
ん
と

欲
は
刊
誌
共
年
の
暦
に
て
考
ふ
ベ
し
そ
れ
枇
日
と
い
ふ
わ
漢
土
に
て
農
業
心
民
に
枇
を
祭
し
む
る
の
日
た
る
故
枇
日
と
い
ふ
た
り
枇
と

い
ふ
は
H
疋
土
の
榊
を
い
ふ
也
踏
詑
の
郊
特
牲
の
篇
に
云
祉
は
土
を
祭
り
て
陰
気
を
主
と
す
君
北
川
仰
の
下
に
南
縛
す
る
事
は
陰
に
答
ふ

る
の
義
友
り
日
に
甲
を
周
ふ
る
事
は
日
の
始
を
用
ふ
る
事
な
り
と
註
に
地
陰
を
乗
る
時
は
枇
は
乃
ち
陰
気
の
主
な
り
枇
の
主
を
ば
捜

江
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二
一
四

上
に
設
け
て
北
岡
す
る
君
腕
の
下
に
来
て
市
に
向
ひ
て
是
を
祭
る
怒
り
蓋
し
枇
は
日
開
せ
や
惟
晴
世
一
日
を
立
て
撮
ら
す
に
椅
を
以
て
す
師

に
地
道
は
陰
を
主
と
す
故
に
其
主
を
北
に
向
て
京
市
に
向
ふ
て
是
に
封
ふ
る
友

p
日
に
申
を
用
ふ
る
と
は
甲
は
十
干
の
首
な
り
間
記

一
説
義
纂
訂
巻
の
十
に
円
閥
均
一
枇
一
般
日
而
主
陰
七
節
此
批
判
の
義
を
詳
に
す
る
な
り
肯
の
二
句
は
駐
在
立
て
る
の
義
下
の
四
何
は
枇

を
祭
る
の
義
な
り

、
夫
枇
は
五
土
の
榊
を
祭
る
所
以
な
り
地
陰
を
乗
と
わ
是
主
と
す
る
所
の
者
陰
気
・
友
り
蓋
し
土
は
鴨
あ
り
て
集
は
形
な
し
陰
気
土
に
非

ざ
る
時
は
附
躍
所
な
し
土
は
気
に
非
ざ
る
時
は
塊
に
し
て
紳
な
ら
や
'
放
に
是
を
廷
一
不
り
て
赴
を
主
と
す
る
事
此
の
如
き
な
り
主
を
壊

k
の
北
面
に
設
る
は
陰
の
位
な
り
君
北
附
の
下
に
来
り
て
南
に
向
て
是
を
祭
る
は
共
陰
に
到

て
共
来
字
を
謹
一
ふ
所
以
友
り
祭
る
に

甲
日
を
閉
る
は
陽
は
甲
に
始
ま
り
て
物
を
生
や
申
を
日
干
の
首
と
な
す
日
を
用
ふ
る
の
始
な
り
按
す
る
に
枇
は
五
土
の
一
岬
を
祭
る
碑

は
土
に
非
ざ
れ
ば
以
て
生
や
る
事
無
く
土
は
掴
慨
に
非
ざ
れ
ば
以
て
生
々
の
効
を
見
る
事
友
し
枇
を
祭
る
に
必
や
稜
に
及
ぶ
は
共
功
を

同
ふ
し
利
を
均
ふ
し
て
人
を
養
ふ
を
以
だ
な
り
王
枇
候
一
杭
闘
中
の
土
一
肺
の
み
農
事
を
輿
に
す
事
友
し
故
に
棋
を

す
大
枇
閤
枇
農

ω

所
報
在
語
放
に
み
な
捜
あ
り
前
市
耐
を
以
て
陽
を
答
ふ
と
篤
す
向
ふ
所
の
南
方
を
指
て
陽
と
震
な
り
此
陰
に
答
ふ
る
と
は
彼
陰
に
む

か
ふ
即
是
陰
の
位
な
り
然
る
に
前
の
陽
の
字
一
歩
を
推
聞
の
設
此
陰
の
字
は
主
地
に
就
く
設
な
り
五
土
の
一
脚
と
は
山
林
川
津
丘
陵
墳

初
原
燥
な
り
一
蹴
は
是
土
一
柳
・
な
り
枇
と
い
ふ
て
稜
を
い
ば
ざ
る
は
枇
は
五
土
榊
を
偲
て
祭
る
な
り
稜
は
原
憾
に
止
る
の
み
祉
を
い
ふ
て

以
て
棋
を
筑
ぺ
き
な
り
北
腕
と
わ
一
枇
内
の
北
の
聞
な
り
陽
は
甲
に
始
ま
り
て
物
生
じ
陰
は
辛
に
極
て
物
成
た
り
地
は
陰
を
以
て
物
を

成
す
と
雌

εも
然
れ
ど
も
地
の
一
引
を
始
る
は
陽
に
存
す
故
に
枇
は
甲
を
用
ひ
て
以
て
共
始
め
を
原
む
天
は
陽
を
以
て
物
を
生
・
?
と
い

へ
E
も
然
れ
ど
も
天
功
を
終
る
者
は
陰
に
存
ず
故
に
郊
は
辛
を
以
て
其
格
生
要
す
漉
陽
は
生
ぜ
や
潤
陰
は
成
や
天
地

須
の
義
な
り

と
己
上
揚
鼠
聞
の
設
な
り

O
漢
土

K
て
枇
を
祭
る
故
賃
中
審
を
祭
る
義
隼
親
の
解



鵡
記
の
郊
特
牲
に
云
一
枇
は
地
の
道
を
榊
に
す
る
所
以
な
り
寓
物
を
載
す
天
は
象
を
重
る
財
を
地
に
取
り
法
在
天
に
取
る
是
を
以
て
天

を
偉
て
地
を
親
ふ
す
放
に
民
に
土
の
榊
報
す
る
事
を
善
美
し
教
へ
た
ま
ふ
て
事
よ
り
家
に
於
て
は
中
サ
を
主
と
し
囲
に
於
て
は
祉
を

宅
と
す
る
は
本
を
示
す
と
也
註

κ霊
人
地
道
の
大
な
る
古
学
を
知
る
故
に
枇
を
立
て
以
て
祭
る
一
帥
に
し
て
是
を
明
に
す
る
所
以
な
り
上

古
は
穴
に
居
れ
り
故
に
ほ
の
名
る
り
中
北
と
世
と
は
皆
土
一
岬
な
り
郷
太
夫
の
家
に
は
主
と
し
て
土
の
一
神
と
中
サ
の
榊
hz祭
る
天
子
諸

候
の
同
は
主
と
し
て
土
榊
を
枇
に
於
て
祭
此
皆
以
て
其
物
を
載
せ
財
を
生
守
る
の
本
を
示
す
也
と
然
れ
ば
上
天
子
よ
り
下
庶
人

κ至

る
ま
で
天
と
地
と
は
常
に
隼
敬
し
祭
記
す
べ
き
事
た
れ

E
も
天
子
に
非
ざ
れ
ば
天
を
祭
る
事
な
ら
や
惟
地
を
祭
る
事
は
市
内
民
も
祭
る

べ
し
故
に
略
記
説
義
纂
訂
日
天
子

κ非
ざ
れ
ば
天
を
祭
ら
や
天
子
よ
り
以
て
庶
人
に
出
る
ま
で
皆
枇
を
祭
る
事
を
得
る
は
亦
父
を
隼

み
品
り
を
親
し
む
の
義
た
り
と
あ
り
是
天
を
父
と
し
地
を
母
と
す
る
の
義
た
れ
ば
一
切
蔦
民
悉
く
地
の
恩
を
知
っ
て
共
恩
を
報
ゆ
ぺ
き

事
怒
り
殊
に
農
民
は
常
に
大
地
を
耕
し
て
樹
事
す
る
者
-
な
れ
ば
別
し
て
地
の
紳
恩
を
深
く
訟
も
ふ
て
共
一
肺
患
を
報
せ
ざ
る
は
誠
に
恩

知
ら
や
と
い
ふ
ぺ
し
叉
農
家
の
み
に
限
ら
や
今
日
五
穀
を
食
ふ
て
身
命
を
保
養
ふ
者
五
穀
寓
穀
寓
穀
一
切
の
物
の
出
産
す
る
大
地
の

紳
思
を
知
ら
ざ
る
は
禽
獣
に
劣
れ
り
更
に
人
と
は
い
ふ
べ
か
ら
や
依
て
匡
弼
謹
ん
で
世
界
の
諸
君
子
及
び
農
業
の
人
に
生
示
す
共
地

の
神
恩
院
大
な
る
事
を
知
っ
て
其
紳
恩
に
報
ぜ
ん
と
祭
杷
を
行
ひ
土
の
榊
五
穀
の
一
岬
及
び
守
護
神
の
一
岬
恩
を
報
じ
奉
る
べ
き
者
な
り

此
祭
犯
の
式
法
は
儒
教
に
出
で
鱒
記
等
に
詳
た
り
然
り
と
離
も
共
式
法
甚
だ
む
つ
か
し
き
を
以
て
儒
の
式
法
は
と
L
K
略
す
儒
者
に

尊
心
聞
く
べ
し

叉
我
大
日
本
閣
の
榊
道
に
於
て
は
匡
弼
共
の
式
祭
の
方
法
詳
な
る
事
を
知
ら
や
故
に
我
仙
教
と
紳
教
と
を
混
へ
合
せ
て
以
て
略
枇
。

祭
K
擬
へ
以
て
土
の
榊
五
穀
の
榊
守
護
神
を
祭
記
り
て
共
五
穀
成
熟
前
向
穀
豊
践
に
し
て
昇
指
水
害
な
く
帥
虫
一
切
の
災
害
な
く
ハ
睦

は
本
草
綱
目
に
一
五
睦
ハ
亦
魚
類
大
テ
一
而
方
背
-
一
有
一
孟
字
一
味
気
所
レ
生
蔽
レ
天
飛
性
長
=
金
聾
一
一
生
ニ
八
十
一
子
日
共
子
末
レ
有
レ
澗
者
名
=

蛇
口
↓
口
口
不
レ
凶
牝
牡
腹
中
陶
治
ナ
而
自
ラ
生
ス
故
-
一
日
ニ
斗
爾
雅
集
詰
-
一
日
蛇
惣
名
也
実
字
岡
心
一
日
レ
娯
ト
食
レ
葉
日
レ
ロ
ト
食
節
目
レ
口

食
レ
根
川
レ
費
三
才
同
合
及
び
白
書
五
雑
組
等
に
位
の
事
を
載
す
)
天
下
泰
乎
同
家
安
寧
に
し
て
前
向
民
安
全
農
家
繁
川
日
な
ら
し
め
ん
事

江
医
師
柑
撲
春
秋
社
日
除
儀

二
一
五



江
区
弼
撲
春
秋
社
日
船
出
儀

一
一
一
六

を
恭
し
一
惇
芯
あ
る
人
此
祭
胞
を
行
は
ん
と
欲
は

r
充
に
記
す
所
の
柴
砲
の
式
法
に
依
て
祭
る
べ
し
若
叉
無
智
の
人
無
感
の
人
あ
り
て

此
の
書
を
読
む
事
能
は
や
ん
ぱ
態
文
る
る
人
に
一
韻
ん
で
も
ら
ひ
間
ベ
し
若
し
叉
厚
志
あ
っ
て
農
業
心
人
に
此
士
の
一
例
五
穀
の
組
榊
守

護
州
等
を
祭
和
る
べ
き
uu
を
教
へ
論
さ
ん
と
欲
ひ
給
は
ば
此
一
川
仙
一
謹
章
春
秋
枇
日
寸
儀
を
讃
聞
せ
て
勤
め
て
高
民
に
此
祭
儀
を
行
は

し
め
給
は
し
め
給
は
ば
五
穀
の
胤
帥
守
護
紳
士
の
岨
榊
威
康
あ
る
事
疑
ひ
な
く
此
祭
杷
の
式
法
海
内
に
普
く
弘
ま
り
て
天
下
の
寓
民

悉
く
が
秋
の
枇
円
毎
に
普
く
行
は
ピ
苫
へ
下
泰
ヂ
同
家
安
寧
五
穀
成
熟
高
穀
豊
鶴
家
門
繁
昌
子
孫
長
久
無
病
息
災
金
銀
米
銭
珍
貨
奇
賀

充
湖
せ
ん
て
掌
を
か
へ
す
よ
り
易
か
ら
ん

C
神
仙
春
秋
枇
の
祭

b
枇
培
の
式
並
に
本
朝
に
て
祭
忍
祉
の
固

夫
批
を
立
て
的
討
を
行
は
ん
と
欲
は
ピ
先
共
同
所
の
村
里
に
於
て
同
畔
又
は
路
傍
の
清
滞
な
る
土
地
を
撰
ぴ
て
石
或
は
土
を
用
ひ
て
一
俊

け
を
立
つ
一
程
ιr

と
は
即
担
を
い
ふ
h

ん
も
壇
は
玉
篇
に
壇
は
土
を
封
じ
て
祭
犯
と
と
ろ
壇
は
猶
却
一
ハ
タ
イ
カ
ラ
)
の
如
し
明
坦
の
観
な

り
と
唱
は
タ
イ
ツ
ム
ト
コ
口
、
サ
カ
イ
ハ
ラ
フ
ミ
キ

q
ア
キ
ラ
カ
な
ど
諌
宇
な
り
J
I

の
字
は
壇
と
讃
み
U
-
M
肝
心
一
二
ガ
キ
ニ
ハ
な
ど

と
も
棋
な
れ

E
も
そ
の
壇
の
事
な
り
扱
壇
は
高
さ
三
尺
五
寸
共
周
囲
は
或
は
共
高
さ
に
順
ふ
べ
し
般
環
す
に
橋
を
以
て
・
す
と
い
は

れ
て
開
制
と
口
配
し
て
内
に
人
の
出
入
せ
ざ
る
椋
に
致
す
べ
し
右
の
摂
の
上
に
五
方
θ
土
b
L
取
衆
め
て
最
中
に
置
で
扱
共
上
に
石
を

以
て
主
を
立
る
な
り
先
五
方
の

k
を
取
来
る
と
は
共
闘
所
叉
は
村
里
h

紅
白
県
中
、
中
央
と
し
て
共
中
央
よ
り
先
北
の
方
の
土
を
取
来
て

此
明
の
上
に
世
く
べ
し
弐
に
東
の
方
の
士
を
取
来
り
て
叉
同
じ
く
壇
の
上
に
…
泣
き
扱
南
の
方
の
卜
い
を
取
り
来
り
叉
壇
の
上
に
世
似
同

の
方
の
土
を
取
来
り
一
割
の
上
に
世
く
ぺ
し
右
何
れ
も
取
来
る
方
角
は
或
は
一
町
又
は
一
車
一
に
で
も
共
同
所
の
一
村
の
は
や
れ
境
け
の

士
L

正
取
市
水
る
ペ
し
但
し
閑
な
ら
ば
閥
境
郡
な
ら
ば
郡
境
村
境
よ
り
山
以
来
る
べ
し
お
も
東
方
は
青
色
の
土
を
取
来
り
南
方
は
赤
L
L

四
方

は
内
士
北
ト
々
は
黒
土
を
取
り
則
ふ
る
を
仙
法
と
す
れ
ど
も
走
、
泣
き
時
は
常
の
土
を
取
川
ゆ
ベ
し
M

以
内
方
の
土
を
取
来
り
皐
て
後
共
壇

上
の
前
の
士
を
取
て
赴
を
中
心
へ
の
土
と
し
赴
-P
四
方
の
土
の
最
中
に
置
ぺ
し
お
も
中
央
の
土
と
し
て
是
に
は
黄
土
を
川
て
す
べ
き
な



り
若
是
な
く
ば
常
の
土
を
剤
ふ
ペ
し
抜
五
方
の
土
を
置
く
上
に
粂
て
石
を
五
角
に
切
て
碑
の
如
く
し
此
石
に
即
五
榊
の
一
岬
名
生
記
し

彫
附
け
て
H
一
止
を
立
置
ペ
し
其
五
一
仰
の
一
岬
の
名
と
は
本
朝
の
土
の
組
一
岬
五
穀
の
組
一
岬
守
護
神
等
の
神
競
な
り
悉
く
奥
に
神
名
を
載
す
似

て
と
の
枇
の
培
一
ト
一
に
は
屋
根
を
用
ひ
や
是
時
記
の
郊
特
牲
篇
に
天
子
の
大
一
舵
は
必
や
霜
露
風
雨
を
受
け
て
以
て
天
地
の
幻
滅
を
建
す
と

い
ふ
に
法
と
る
今
此
枇
担
は
天
子
の
大
一
杭
に
は
非
ざ
れ
H

と
も
共
霜
露
風
雨
を
受
け
て
以
て
天
地
の
集
を
建
せ
じ
め
ん
と
今
屋
根
を
用

い
ざ
る
な
り
納
闘
に
て
考
ふ
ベ
し

O
本
朝
の
枇
式
五
方
の
士
を
以
て
矯
す
の
疑
問
並

K
答
樫

時
記
の
郊
特
牲
集
註
日
地
陰
に
乗
る
則
は
枇
は
す
な
は
ち
陰
気
の
主
-
な
り
祉
の
主
を
ば
壇
上
に
設
て
北
面

K
す
君
北
堵
の
下
に
来
り

て
市
に
向
て
と
れ
を
祭
る
蓋
祉
は
屋
せ
や
惟
壊
J
r

を
立
て
是
に
環
す
に
格
を
以
て
す
既
に
地
道
陰
を
主
る
故
に
共
主
を
北
に
向
て
君

は
市
に
向
ふ
て
日
正
に
封
す
と
い
へ
り

問
書
契
経
闘
解
に
一
E
其
式
・
及
る
時
は
犀
せ
や
唯
表
す
に
其
土
の
宜
し
き
所
の
木
を
以
て
樹
て
迭
に
以
て
共
献
に
名
く
共
壇
方
五
丈
諸

侠
と
れ
を
主
止
す
昨
朝
以
来
其
主
を
石
に
て
是
を
得
る
と
と
い
へ
り
扱
前
に
本
朝
に
於
て
一
杭
を
立
る
式
を
記
し
て
五
方
の
土
を
取
っ

て
以
て
震
る
古
学
を
或
人
の
日
漢
書
に
天
子
の
土
一
枇
は
五
色
の
土
を
以
て
昭
一
と
潟
す
と
い
へ
り
然
る
に
今
本
朝
の
批
を
立
る
に
五
方
の

土
を
以
て
篤
る
は
併
に
非
歩
や
答
日
く
漢
土
の
祉
は
定
に
然
り
天
子
は
五
色
の
土
を
用
て
箆
と
英
一
た
源
あ
り
故
に
鮪
に
設
す
唯
漢
土

の
天
子
の
大
枇
の
式
に
似
て
共
趣
大
に
異
怒
り
と
沿
も
ふ
ベ
し
然
れ
ど
も
此
枇
の
式
本
朝
に
始
る
義
に
非
ざ
れ
ば
今
漢
土
の
計
式

故
貨
を
参
へ
考
へ
て
共
批
式
に
略
述
ぶ
る
の
み
他
日
民
弼
が
愚
ゐ
乞
相
涜
君
子
あ
ら
ば
宜
し
く
改
正
し
た
ま
へ
か
し

本

朝

世

lI. 

略

民

棺
記
J

郊
特
仲
町
ノ
集
註
日
地
一
来
b

陰
-
一
則
枇
ハ
乃
陰
気
之
、
主
=
ハ
設
ニ
於
境
-
一
上
北
面
白
『
京
来
づ
北
培
下
工
問
向
ヒ
テ
祭
い
之
ヲ
荒
ミ
枇
ハ
r
小
レ
犀
惟
グ
立
功

之
一
明
J

r

J

而
環
日
之
=
以
話
咽
ヲ
既
-
-
地
道
主
レ
陰
故
共
主
北
=
向
テ
耐
者
南
向
ッ
テ
封
印
之
-
-

四
書
契
任
閥
解
a
之
北
ハ
式

Z
則
不
‘
屋
共
J

表
$
則

樹
一
一
共
士
之
山
川
レ
立
木
途
=
以
名

-Kバ
枇
↓
共
壇
A

方
五
丈
諸
倹
主
レ
之
官
以
来
共
主
則
石
得
レ
之
京
南
ニ
御
ス
ル
事
ハ
於
北
附
ノ
下
4

先
日
陰
之

江
医
協
撰
春
秩
枇
日
除
儀

二
一
七



江
匡
弼
撰
春
秩
社
日
感
儀

義
也
北
師
品
A
A
略
記
説
義
a

日
北
附
ハ
枇
内
北
偏
也

枇
の
主
は
五
角
の
石
に
各
一
川
慌
を
記
し
て
主
と
す
倒
廻
に
土
手
を
つ
き
て
椅
と
す

ぃ
両
さ
と
周
囲
と
又
此
の
主
と
の
大
さ
高
さ
は
共
宜
し
き
に
随
ひ
い
か
や
う
に
も
作

る
べ
き
た
り

O
漢
土
春
秋
の
祉
の
祭
和
主
祉
樹
並
ニ
盛
の
事

右
に
附
す
る
所
は
漢
土
の
枇
に
法
り
て
今
回
疋
も
省
略
し
我
朝
に
て
一
粧
を
立
る
法
を

二
一
八

制
す
漢
土
に
て
わ
止
日
一
は
枇
に
樹
を
植
じ
て
主
と
せ
し
故
論
語
巻
。
二
八
呼
篇
に
哀

公
枇
に
純
ゆ
る
樹
の
事
を
宰
我
に
問
ふ
と
と
あ
り
宰
我
答
へ
て
日
夏
后
氏
は
松
を
以
て
し
段
人
は
柏
を
以
て
し
周
人
は
口
を
以
て
す

と
是
周
の
代
・
中
世
よ
り
天
下
略
鹿
れ
て
枇
に
樹
る
所
の
木
何
の
木
を
閉
ふ
る
事
を
知
ら
や
怯
圏
一
枇
樹
の
宮
を
失
ふ
放
に
魯
の
哀
公
孔

子
の
弟
子
の
宰
我
に
先
王
用
る
所
の
枇
樹
を
問
れ
し
也
然
れ
ば
昔
は
樹
を
植
え
て
主
と
せ
し
と
見
え
た
れ
ど
も
ほ
朝
よ
り
石
を
以
て

枇
の
主
と
潟
し
事
は
肝
書
の
張
高
賢
が
俸
に
詳
に
見
え
た
り
A
7
石
を
五
角
に
切
っ
て
一
岬
名
を
彬
て
以
て
枇
の
主
と
協
す
は
民
弼
庶
朝

の
列
に
法
と
り
以
て
右
広
岡
す
漢
土
の
枇
白
壇
法
は
右
の
闘
白
如
き
者
に
は
非
守
さ
れ
ど
も
今
本
朝
に
於
て
一
舵
に
法
て
以
て
然
る
に

共
簡
易
な
る
を
以
て
省
略
し
て
右
の
闘
の
如
く
す
然
れ

E
も
厚
志
あ
ら
ん
人
は
模
土
の
祉
を
法
て
祭
る
も
又
宜
く
抜
右
の
杭
の
凶
の

問
削
の
土
楢
は
上
を
以
て
封
制
加
を
つ
き
て
土
壇
と

L
て
共
形
闘
の
如
く
す
べ
し
扱
枇
樹
の
事
は
宰
我
が
答
孔
子
の
語
っ
き
て
和
謀
。

信
者
排
論
る
り
と
雛
も
今
枇
樹
を
問
ひ
ざ
れ
ば
と

L
K
略
す
犬
枇
は
漢
土
の
先
王
闘
を
建
枇
を
立
て
以
て
后
土
を
杷
り
て
民
を
し
て

共
土
州
一
川
の
帥
思
を
祈
り
報
ぜ
し
む
る
義
に
て
其
君
み
づ
か
ら
一
闘
に
到
り
て
枇
の
前
の
北
壇
の
下
に
来
り
て
南
に
向
ひ
て
是
を
祭
り

た
ま
ふ
此
時
一
口
の
農
民
悉
く
枇
に
市
栄
り
楽
り
て
供
物
を
ゐ
の
訟
の
献
じ
て
共
に
祭
る
た
り
故
に
郊
特
牲
一
五
唯
枇
事
の
鴛
に
は
暴
く

mt
よ
り
川
と
集
註
に
一
広
枇
事
は
枇
を
祭
る
事
な
り
二
十
五
家
を
盟
と
い
ふ
畢
は
謹
た
り
一
言
口
は
枇
な
祭
る
時
に
常
り
て
は
一
裂
の
人



と
と
と
と
く
山
川
で
共
事
に
供
給
す
る
也
蓋
し
家
毎
に
一
人
づ
』
出
づ
る
も
仏
り
叉
日
唯
一
耽
の
篤
に
一
閃
す
る
則
は
間
人
と
と
と
と
く
作
と

集
住
云
粧
を
祭
る
矯
に
聞
腕
闘
を
な
す
則
は
問
中
の
入
皆
行
て
一
人
も
家
に
期
間
る
者
・
泣
き
な
り
と
H
唯
一
杭
に
は
立
乗
築
盛
を
供
す
本
を

報
ひ
始
に
反
る
所
以
・
友
り
と
も
艦
艇
註
一
宮
計
七
任
祭
る
則
は
必
す
黍
撚
あ
り
梗
を
明
黍
ー
と
い
ふ
器
に
あ
る
を
盛
&
い
ふ
此
祭
盛
は
丘
乗
を

し
て
是
を
供
せ
し
む
丘
乗
と
は
井
闘
の
制
に
九
丈
を
井
と
篤
し
向
井
を
口
巴
・
と
翁
し
阿
邑
を
丘
ー
と
な
し
四
丘
を
乗
と
な
す
也
と
是
は
必

究
一
部
の
人
或
は
一
聞
の
入
品
四
階
て
祭
-
帽
を
篤
す
・
と
い
ふ
也
蓋
し
財
は
土
陀
非
ざ
れ
ば
生
ぜ
や
入
は
財
に
非
ざ
れ
ば
養
れ
や
故
に
一

人
も
養
育
の
中
に
在
ぎ
る
者
な
し
然
れ
ば
砦
出
て
祉
を
祭
り
て
神
思
に
報
せ
ざ
る

祭
り
一
旧
干
し
は
一
回
虫
訟
が
ら
出
一
一
村
は
一
村
た
か
ら
問
で
祭
る
べ
き
事
た
れ
ば
宣
農
民
の
み
此
祭
を
行
ふ
べ
き
士
商
工
の

事
を
得
ざ
ら
ん
や
故
に
一
閣
は
一
同
友
か
ら

民
と
い
ふ

と
も
出
で
財
は
土
に
非
ざ
れ
ば
生
ぜ
や
と
い
ふ
世
帯
を
知
り
人
は
財
に
非
ざ
れ
ば
養
は
れ
や
と
い
ふ
事
を
深
く
必
も
ふ
時
は
武
士
商
人

職
人
た
る
も
比
円
一
虻
の
祭
は
行
ふ
ぺ
き
な
り

O
王
者
四
方
の
諾
候
虻
封
す
祉
の
義
並
に
授
茅
士
の
事

夫
此
と
い
ふ
の
は
月
令
贋
義
翁
の
十
二
日
王
者
五
色
の
士
を
以
て
四
方
の
諸
候
に
封
や
諸
候
各
其
方
の
色
の
土
を
以
て
郎
り
以
て
枇

の
主
と
す
と
漢
書
儀
云
天
子
の
犬
祉
は
五
色
の
土
を
以
て
壇
を
得
り
て
封
や
諸
候
は
方
面
の
土
を
取
て
宜
に
(
宜
は
口
な
り
)
白
茅

を
ハ
チ
ガ
ヤ
ノ
事
)
以
て
是
を
授
〈
是
を
授
茅
土
と
い
ふ
也
暗
記
月
令
日
中
央
は
土
其
日
は
戊
巳

(
L
L

ハ
寄
ニ
一
吐
干
問
季
↓
月
各
コ
十

八
日
季
夏
ノ
居
一
二
歳
ノ
之
中
-
一
叉
営
才
火
金
子
母
之
際
一
故
揚
z
土
令
7

子
季
夏
之
後
4

以
テ
成
泊
五
行
之
序
一

共
帝
は
資
帝
軒
較
民
黄
精
三

#
相
)
廿
時
一
川
は
后
土
ハ
句
龍
初
メ
篤
一
一
后
士
一
後
一
杷
以
テ
矯
レ
枇
ト
巴
-m
土
官
口
則
和
融
以
テ
大
官
粂
レ
之
此
士
官
之
臣
也
)
其

は
uヲ

(

J

A

露

見
不
コ
陰
縦
一
也
人
J

受
d

土
中
之
和
策
一
以
レ
生
故
矯
保
類
ト
保
長
二
百
六
十
メ
而
人
震
ニ
之
長
一
)
共
数
は
五

ハ
五
者
土
之
生
数
三
也
同
時

皆
島
争
才
共
成
数
一
此
鞘
9

血争
1

生
数
」
)
共

廿

(
土
成
形
一
の
以
稼
稿
作
レ
甘
)
共
杷
は
中
u
q
(
古
有
ニ
官
室
-
故
陶
復
陶
穴
皆
開
司

共
上
よ
以
桝
一
一
光
明
一
一
向
雨
露
之
後
開
明
名
ニ
安
中
-
筋
一
一
中
日
ド
ゥ
上
居
コ
五
行
之
・
中
央
4

故
榊
亦
在
一
一
信
之
中
央
一
季
夏
士
気
成
品
ル

之

江
医
弼
撰
泰
秋
抗
日
敵
儀

二
一
九



江
匡
関
撰
春
秋
枇
日
際
関

一一一一

O

月
令
院
議
容
く
十
二
の
事
文
に
日
く
季
夏
の
令
を
引
て
日
一
肺
農
は
士
一
肺
季
夏
中
央
の
上
に
属
す
土
王
に
事
を
用
る
は
農
功
を
成
す
事

を
主
る
と
太
常
龍
一
五
土
王
は
成
日
幽
史
一
五
古
陶
複
史
因
テ
以
テ
震
室
中
ノ
一
紳
成
日
抱
一
一
・
中
J
V
土
屋
は
鎖
星
篇
に
日
く
鎖
昼
は
夏
の
季
を
主

る
共
星
存
は
色
背
く
瓦
は
色
赤
く
秋
は
色
白
く
冬
は
色
黒
し
皆
女
主
の
矯
に
喜
び
あ
る
此
に
反
す
れ
ば
憂
ひ
を
主
る

O
自
に
費
や
れ

ぼ
水
潜
不
熟
と
宋
奥
日
季
一
変
に
秋
令
を
行
ふ
時
は
鎮
星
自
に
費
や
兵
凶
水
務
女
災
を
主
と
る
の
青
に
費
や
れ
ば
闘
に
風
雨
多
く
穀
を

主
る
貴
人
堪
徒
尉
成
多
し

O
色
剛
一
一
向
き
は
風
窓
時
な
ら
や
と
矯
す
財
を
招
く
は
星
色
を
襲
4
7
0
色
寅
友
る
時
は
J
グ
暑
位
に
営
て
占
口
・
な

り
と
玉
屑
イ
磯
云
銀
庄
は
徳
を
主
る
市
ひ
夏
の
季
と
篤
す
亦
外
に
陳
り
て
兆
中
に
口
す
註
云
四
方
の
中
に
居
て
成
巴
の
位
に
在
り
前
向

物
と
れ
に
凶
て
以
て
生
じ
四
時
と
れ
に
撮
っ
て
列
ぬ
放
に
起
を
名
け
て
鎮
昼
と
い
ふ
徳
厚
安
危
存
亡
の
機
を
主
と
り
以
て
共
土
の
行

に
屈
し
℃
動
静
吉
凶
を
季
夏
に
市
ふ
と
土
並
は
す
な
は
ち
鎮
亙
た
り
と
十
八
日
に
一
度
転
移
し
て
二
十
八
年
に
一
個
一
大
す
と
風
祉
の

放
置
は
臨
詑
の
月
令
及
郊
持
牧
月
令
院
義
風
俗
語
教
経
口
げ
ィ
含
の
枇
の
賦
園
一
治
左
停
漢
書
口
小
口
巴
濁
断
史
記
白
虎
迅
十
一
一
寸
の
警
に
教
載

す
詳
な
る
事
は
往
て
見
る
べ
し
今
匡
弼
我
朝
の
諸
君
子
に
謹
ん
で
勤
め
奉
る
枇
の
祭
の
式
法
は
本
漢
土
の
耐
の
祭
儀
に
法
と
り
て
強

て
又
漢
土
の
祭
儀
に
依
す
此
方
別
に
此
祭
儀
を
立
て
る
に
似
た
れ
ど
も
唯
願
ふ
所
は
祭
式
を
簡
易
に
し
て
何
岡
何
地
に
て
も
祭
儀
の

容
易
行
は
る
L
械
を
専
一
と
潟
す
謹
ん
で
願
く
は
仁
感
の
諸
君
子
医
弼
が
愚
索
を
賢
察
し
た
ま
ふ
て
此
祭
儀
あ
る
事
を
一
村
一
般
の

農
業
の
人
に
宵
識
し
め
玉
は
刊
誌
一
村
の
人
と
れ
を
祭
ら
ん
一
村
の
人
祭
ら
ば
一
郡
の
人
是
を
停
へ
祭
ら
む
一
郡
祭
ら
ば
遂
に
一
闘
に

於
て
祭
ら
む
一
閥
祭
り
て
列
岡
祭
は
次
第
に
~
ハ
十
飴
州
に
於
て
普
く
此
祭
儀
を
行
は

t
我
一
肺
明
の
五
穀
の
組
一
岬
守
護
神
土
の
組
一
紳
士
一
マ

感
蹟
納
受
ま
し
ま
し
て
一
大
下
泰
千
岡
家
繁
昌
五
穀
成
熟
寓
穀
塑
儲
寓
民
安
柴
な
ら
ん
者
・
な
り

O
月
令
庚
義
巻
の
六
二
月
の
令
政
教
節
令
物
候
の
抜
事

肝
胎
川
川
除
以
纂
輯

新
安
就
任
哨
耕



株
陵
季
登
参
訂

二

月

令

政

教

政

教

節

令

一
鵡
品
p

↑
仲
春
の
月
中
略
比
べ
日
は
甲
乙
共
帝
は
大
時
共
榊
は
勾
苦
ハ
甲
乙
は
東
方
の
木
子
た
り
大
時
と
は
伏
義
氏
を
い
ふ
木
徳
の
肴

・
な
り
句
と
は
ゆ
昨
氏
の
子
口
宵
の
一
脚
生
れ
て
氏
に
功
能
あ
り
故
に
後
の
王
時
を
以
て
是
を
ま
つ
る
な
り
元
日
民
に
命
巴
て
一
枇
せ
し
む
〉

元
日
と
は
普
日
を
い
ふ
な
り
郊
特
牲
一
五
枇
左
記
る
に

m--日
を
用
ふ
召
詰
に
成
日
を
用
ゆ
民
に
命
じ
て
枇
の
祭
を
な
さ
し
む
る
は
民
に

属
し
て
析
稽
せ
し
む
る
所
以
な
り

是
月
は
耕
す
者
少
く
合
む
合
は
し
ば
ら
く
休
む
の
義
な
り

令

皇官

春

辻

立
春
O
後
第
五
の
成
日
を
春
枇
と
す

4
品
開
枇
賦
序
有
漢
ハ
日
を
丙
午
に
ト
し
鵠
氏
は
丁
未
を
選
ぴ
用
ふ

耳
目
は
枇
日
孟

月
日
は
西
日
名
そ
の
行
運
に
よ
る
三
代
同
に
同
じ
か
ら
ざ
る
事
あ
り
今
暗
記
を
按
や
る
に
仲
春
元
日
を
準
ぴ
て
民
に
命
じ
て
枇
せ

し
む
-
詞
春
分
前
後
に
近
き
成
日
な
り
元
日
と
は
上
旬
士
口
日
な
り

樹
古
は
枇
を
立
て
各
樹
木
を
型
前
に
値
て
以
て
以
て
主
と
す
故
に
後
依
の
枇
の
若
木
を
以
て
名
づ
く

枇

哀
公
一
枇
を
問
ふ
宰

我
鞍
柴
の
読
を
以
て
あ
や
ま
り
の
ぷ
る
故
に
孔
子
之
を
非
と
す

封
士
官
同
一
枇
軍
経
緯
批
は
土
地
の
紳
士
地
仏
ら
ふ
し
て
悉
く
ま
つ
る
と
之
な
ら
歩
故
に
土
を
封
じ
て
枇
と
す
以
て
功
を
報
や
る
也

祉
捜
岬
属
崎
隆
口
の
子
修
好
と
い
ふ
と
ふ
く
遊
ぷ
に
舟
車
の
い
た
る
所
足
蹴
の
達
す
る
所
穴
口
は
賢
や
と
い
ふ
事
な
し
段
に

と
れ
を
杷
り
て
以
て
枇
神
と
す
凪
倒
芙
工
氏
子
あ
り
同
龍
と
い
ふ
水
土
を
ヂ
ら
く
放
に
一
叫
り
て
以
て
枇
と
す
一
設
に
芙
工
氏
子

后
と
る
り
一
設
に
属
山
氏
の
子
柱
よ
く
五
穀
を
植
ゆ
故
に
杷
り
て
以
て
棋
と
す
穂
は
百
穀
の
長
友
る
を
以
て
肉
て
名
く
る
に
共
州

を
以
て
す
属
を
一
に
烈
に
作
る
一
鵡
郊
特
性
是
故
に
区
山
氏
の
一
六
下
を
有
や
突
子
を
聞
記
と
い
ふ
能
百
穀
を
杭
ゆ
哀
の
衰
ふ
る
や
周

の
棄
と
れ
に
櫨
ぐ
放
に
杷
り
て
以
て
裡
と
す
芙
工
氏
九
州
の
覇
た
り
共
子
を
后
土
と
い
ふ
能
く
九
州
を
乎
ら
ぐ
故
に
配
り
て
以
て

江
匡
弼
撲
春
秋
社
日
勝
儀

一一一一
一



江
匡
弼
撲
春
秋
紋
日
醗
儀

枇
と
す
↑
爆
国
崎
川
|
」
棄
百
穀
そ
播
摘
す
稜
を
以
て
百
穀
の
長
に
す
故
に
稜
を
以
て
北
神
と
名
づ
く

一一一一一一

匂
龍
柱
棄
一
同
語
芙
工
氏
の
子
を
旬
龍
と
い
ふ
后
土
の
官
と
な
る
能
く
水
土
を
乎
く
故
に
一
岨
り
て
以
て
枇
と
す
烈
山
氏
の
子
柱

と
い
ふ
能
五
穀
を
殖
ゆ
夏
よ
り
土
を
以
て
杷
り
て
稜
と
す
段
に
い
た
り
て
柱
を
以
て
久
し
く
遠
く
て
完
の
時
棄
を
后
稜
と
す
亦
能

五
穀
を
殖
ゆ
る
般
に
柱
を
慶
し
て
棄
を
杷
り
躍
と
す

祭
レ
枇
文
層
断
於
惟
大
一
航
{
日
名
伝
土
是
日
何
龍
功
著
上
古
徳
白
王
帝
貫
篇
霊
主
克
明
播
植
農
政
日
皐
等
以
作
稜
盟
年
是
輿
義
典

枇
同
方
岬
此
子

上
祭
枇
一
合
典
上
成
日
祭
先
農
五
穀

祭
一
-
枇
捜
一
喰
舞
時
陣
悼
洪
武
元
年
二
月
上
み
づ
か
ら
大
枇
大
棋
を
祭
り
た
ま
ふ
に
榊
を
迎
ふ
る
に
蹟
和
の
曲
を
奏
し
て
玉
市

一
乞
食
す
る
に
融
和
の
品
問
を
奏
し
初
献
に
粛
和
の
尚
武
功
の
舞
を
奏
し
亜
献
に
珠
和
の
曲
文
徳
の
舞
を
奏
し
終
献
に
鼎
和
の
尚
文
総

の
舞
を
奏
し
徹
豆
に
薙
和
の
曲
を
奏
し
神
危
選
る
に
安
和
の
曲
を
奏
し
僚
を
望
む

κ時
和
の
曲
を
奏
す
と

宜
土
一
漢
書
天
子
の
大
枇
は
五
色
の
土
を
以
て
惇
上
銭
し
諸
侯
を
封
守
る
に
は
方
面
の
主
を
取
て
苗
に
白
ザ
を
以
て
是
を
授
く

名
共
方
の
色
を
以
て
枇
を
共
闘
に
於
て
立
る
故
に
之
を
宜
土
を
授
く
と
い
ふ
一
韻
書
一
宜
は
梁
む

嗣
レ
位
以
づ
伏
目
4

一

幽

立

世

間

主

群

2
2
2
1る
を
大
記
と
い
ふ
王
自
ら
の
震
に
枇
を
立
る
を
王
枇
と
い
ふ
ま

百
姓
の
箆
枇
を
立
る
を
閣
枇
と
い
ふ
み
づ
か
ら
枇
を
立
る
を
祉
と
い
ふ

大
夫
己
下
一
杭
を
立
る
を
置
一
位
と
い
ふ

求レ一隅

王
者
諸
俣
の
吐
棋
を
立
る
所
以
は
寓
人
の
震
に
一
隔
を
求
め
功
を
報
十
る
な
り

穀
は
土
に
非
ざ
れ
ば
生
せ
や
人
は
穀
に
非
ざ
れ
ば
食
せ
や
故
に
枇
殺
を
立
て
以
て
主
と
し
-
岨
る
古
の
先
取
晶
玉
法
注
入

の
施
す
と
き
は
と
れ
を
杷
る
放
に
勾
龍
を
以
て
枇
主
と
し
周
の
棄
を
稜
の
主
と
し
配
す
泰
は
も
と
め
て
秋
は
報
や

親
レ
地
報
レ
本
一
吹
い
国
批
は
必
や
霜
露
風
雨
を
受
く
以
て
天
地
の
気
に
建
す
枇
は
地
に
し
た
し
む
所
以
な
り
次
米
盛
を
供
し
て
本

を
報
ひ
始
め
に
返
る
な
り

春
求
秋
報



一
白
虎
通
一
捜
一
岬
契
H
仲
春
禾
穫
て
祉
に
報
ひ
棋
に
祭
る
に
一
三
1
1
を
以
て
す
垂
功
に
向
ふ
放
な
り
向
書
H
枇
を
新
邑
に

及
ば
十
羊
一
牛
一
豚
一
按
や
る
に
中
春
は
禾
の
穫
る
べ
き
な
し
叉
躍
を
報
守
る
は
に
秋
に
有
ベ
し
故
に
え
八
月
の
枇
に
見
ゆ

枇
主
レ
陰
一
書
一
・
命
を
用
ひ
ざ
れ
ば
枇
に
於
て
裁
す
一
註
一
祉
は
陰
を
主
と
す
陰
は
殺
、
を
つ
か
さ
ど
る

諸
犯
は
廟
を
以
て
す
祉
は
土
を
封
し
露
祭
す
故

H
記
巳
同
開
者
共
犯
斬
也

護
レ
禾
報
祭

枇

屋枇
王
者
五
色
の
土
を
以
て
諸
供
に
封
十
諸
供
各
そ
の
方
色
の
土
を
以
て
版
て
以
て
生
枇
の
主
と
す

F
一
品
川
道
神
一
一
説
文
一
清
道
の
榊
世
一
新
る
是
を
枇
と
い
ふ
事
道
に
有
も
の
言
凶
併
に
名
づ
く

漢
漢
の
高
祖
口
臓
に
令
し
て
存
二
月
及
び
口
を
以
て
一
岬
稜
を
-
柑
る
に
羊
口
を
以
て
す
と

青記
レ
枇
以
ニ
羊
口
調
断
一

祭
=
五
穀
伸
二
神
隠
一
枇
日
五
穀
白
神
を
祭
る

枇

綜

百

家

共

近

者

を

枇

綜

と

い

ふ

四
隣
合
一
歳
時
記
世
田
四
隣
並
に
宗
を
む
す
枇
に
合
す

総
郷
各
ふ
り
漢
の
高
組
は
じ
め
て
起
る
と
き
扮
拾
の
批
に
い
の
る
就
に
天
下
盈
定
て
御
史
に
詔
し
て
扮
檎

ω一
砿
乞
治
め
し

扮
む

停
針
線

呂
公
忌
一
世
日
男
女
を
し
て
家
業
を
口
し
む
畷
ま
ざ
る
者
は
人
を
し
て
惣
な
ら
し
め
や
と

一
墨
旺
録
一
唐
宋
の
世
に
は
枇
日
に
婦
人
縫
物
を
せ
や
是
を
忌
作
と
い
ふ

治
聾
酒
一
七
範
一

枇
日
報
レ
業

枇世
話
一
大

連
=
小
児
語

治
菓
木 飯

吐
日
白
酒
を
飲
は
つ
む
ぼ
を
治
す
と
い
へ
り

春
枇
に
猪
肉
を
以
て
雑
調
和
し
飯
の
上
に
し
き
て
韻
選
る
を
駐
飯
と
い
へ
り

央
越
の
俗
一
杭
を
拠
る
に
糞
を
以
て
す
是
を
枇
巽
と
い
ふ

一
粧
を
祭
る
酒
を
小
児
に
飲
す
れ
ば
能
く
速
く
も
の
い
ふ

枇
日
に
葉
を
以
て
菓
木
に
口
す
れ
ば
子
を
生
や
る
事
多
く
又
吉
菓
樹
下
に
番
く
と
き
は
買
を
結
び
て
落
予
と
い
へ

p

江
匡
弼
撰
春
秋
社
日
除
儀



江
区
弼
撲
春
秋
社
日
除
儀

二
二
円

肩t種
締
瓜F問

一
山
崎
川
要
枇
を
宜
し
く
開
締
瓜
山
茶
を
う
ゆ

一
抗
日
に
雨
降
は
穀
重
く
し
て
某
は
ま
れ
な
り

大
明
品
開
血
ハ
郷
約

共
武
五
年
定
氏
問
虫
枇
百
家
一
命
H

の
一
旦
枇
毎
歳
春
秋
枇
祭
合
畢
行
郷
飲
酒
鴎

物

枇
燕
険
陣
燕
は
山
本
の
枇
日
に
来
て
秋
の
枇
H
K
去
る
故
に
枇
燕
と
い
ふ
三
一
挫
あ
り
紫
軽
小
の
は
越
燕
と
い
ふ
何
月

班
黒
磐
大
な
る
者
は
胡
燕
と
い
ふ
一
杭
候
と
す
燕
の
巣
の
北
に
向
ひ
尾
価
し
て
色
白
く
胡
腎
あ
る
者
は
是
敢
百
歳
の
燕

巴
日
時
対
抱
朴
子
一

枇
中
巳
日
時
君
と
栴
す
る
こ
と
の
は
輯
な
り

枇
前
茶
感
林
新
編
一

茶
の
佳
き
も
の
は
活
る
に
枇
前
に
あ
り
共
吹
は

前
共
下
は
雨
前
な
り
火
前
と
は
寒
食
前
の
雨
を
い
ふ
雨

前
は
穀
雨
前
を
い
ふ

枇
日
市

附
降
る
は
五
穀
に
吉
、
小
時
は
ム
ハ
高
に
吉

査

龍

の

枇

樹

査
龍
は
6
V
7
J
r
v

の
人
な
り
家
貧
し
里
人
と
共
に
枇
b
L
削
る
里
人
牲
を
買
て
牢
す
輩
龍
文
を
撰
し
て
以
て
祭
る
祭
り
田
市
り
て
げ
を
分
る
に

里
人
瓜
ー
た
ら
や
あ
ま
っ
さ
へ
萱
龍
を
逐
附
す
査
龍
泥
飯
を
遺
り
て
以
て
祭
り
皐
て
樹
下
に
於
て
特
に
祭
文
を
焚
む
と
す
る
に
百
鼠
あ

文
を
柳
て
地
穴
に
入
た
‘
υ
是
を
期
て
白
金
一
叫
を
穫
た
り
萱
龍
み
づ
か
ら
私
に
取
ら
や
畑
一
一
人
を
率
ひ
て
{
自
に
詔
ふ
腕
令
と
れ

を
賢
な
り
と
し
て
奏
聞
す
依
て
勅
し
て
共
悶
を
旋
表
し
て
義
夫
単
と
い
ふ
透
に
是
を
以
て
北
里
の
名
と
せ
り

4
4は
所
の
名
怒
り
一
膏

り
て

は
周
至

「
ィ
原
の
枇
樹

《
口
ィ
原
と
い
ふ
人
討
を
遼
本
と
い
ふ
所
に
越
し
て
嘗
て
行
て
遺
金
拾
文
を
得
た
り
以
て
此
銭
を
樹
の
枝
に
繋
く
既
に
取
者
た
く
し
て
猶

銭
を
繋
く
者
多
し
寸
原
共
放
を
問
ば
符
て
け
と
れ
を
紳
樹
と
い
ふ
寸
原
己
が
銭
と
繋
ぎ
始
め
し
に
・
副
て
性
耐
と
左
る
事
を
悲
じ
み
遂



4
4

ヒ
一
日
ヲ

に
此
市
曹
を
排
し
暁
す
依
て
聖
人
共
銭
を
品
似
て
以
て
祉
を
祭
る
供
物
の
銭
と
・
な
す

t
F謹
み
て
諸
人
は
共
今
家
朝
に
て
枇
の
祭
を
行
は

ん
と
欲
ふ
人
は
醤
は
一
都
一
村
に
て
と
と
共
郡
中
又
は
村
中
の
人
と
常
に
月
持
に
掛
銭
を
し
て
森
秋
の
枇
の
祭
を
行
ふ
則
は
容
易
に

行
は
れ
叉
共
祭
も
永
久

K
勤
る
べ
し

O
月
令
庚
義
巻
の
十
五
八
月
の
令
政
教
節
令
物
候
の
抜
辛

八
月
令

政
教

時
月
令

中
秋
一
一
一
月
中
一
時
共
月
壁
土
北
字
情
ハ
少
埠
一
思
議
共
一
剛
一
は
少
埠
氏
の
子
共
虫
は
毛
一
畑
一
腕
問
蛸
一
諸
制
山
崎
「
μ該
金
官
の
臣
な
り

"̂，" 
自[l

A、

" 

秋
枇
同
門
書

立
秋
の
後
第
五
の
戊
日
在
秋
枇
と
す
大
底
に
ふ
将
祉
の
如
し

脊
祈
り
て
秋
報
や
一
社
詩
一
九
農
成
生
柴
一
百
杷
費
一
元
輝
一
報
郊
州
如
布
馨
香
奮
不
レ
遠

報
枇
祭
レ
桜
回
出
割
仲
秋
禾
を
穫
で
枇
を
報
す
棋
を
祭
る
一
一
一
を
以
そ
の
仰
そ
れ
そ
功
を
重
す
る

ト
し
椋
問
鵡
一
一
日
口
て
来
歳
の
稼
を
卜
す

立
レ
噴
先
五
枇
一
そ
建
る
の
制
桝
を
建
壇
を
立

刷
岡
封
入
掌
一
同
設
一
一
玉
之
枇
口
矯
一
一
畿
封
一
而
桝
レ
之
飲
七
一
析
を
祭
り
て
口
を
求
め
祭
畢
て
宴
す
と
れ
を
欽
口
と
い
ふ

枇
は
は
璽
口
に
洋

夢
華
録
一
秋
枇
一
粧
与
一
位
酒
を
以
て
口
り
選
る

秋

報

設
口
藁肩t

口ヨ
ウ

↓杭

江
南
は
世
艇
を
拠
る
容
を
向
ぶ
祭
る
に
必
や
美
飯
を
以
て
す
江
北
白
俗
は
一
粧
を
祭
ら
や
し
て
山
本
に
は
穀
を
献
す
る
典

あ
り
秋
枇
に
訟
の
ゐ
の
監
の
長
本
部
に
就
て
稜
米
に
て
飯
を
誼
り
旦
毎
に
一
器
飯
を
持
て
腕
柿
に
詣
り
官
に
伺
ふ
て
枇
を
祭
り
餅
に

と
れ
を
験
し
祭
り
畢
り
て
沿
の
お
の
里
の
飯
を
併
せ
て
養
情
院
に
施
す

飯

江
匡
弼
撲
春
秋
社
日
除
儀

二
一
一
五



小
児
半
く
起
き
て
以
て
枇
舎
を
避
け
又
針
献
を
停
め
小
児
の
誼
聞
を
速
や
か
に
す
る
等
の
事
も
春
日
航
の
如
し

天
炎
同
気

E
何
一
枇
日
の
朝
磁
器
を
用
ひ
て
百
草
の
露
を
牧
て
濃
墨
を
磨
し
百
病
を
治
す
頭
痛
す
る
に
わ
大
吻
の
穴
を
賠
し
蹄

寸
は
青
宵
の
穴
に
貼
す
る
の
部
な
り
名
づ
け
て
一
大
支
と
い
ふ

山
崎
の
高
組
同
十
一
門
に
詔
し
て
一
枇
を
立
て
用
て
郷
黛
の
撒
を
あ
ま
ね
く
な
す

江
匡
弼
撰
春
秩
社
日
除
儀

秋
此
雨
米
歳
監
年
な
り

避
レ
崇

-沿

徹

漢
土
い
ん
枇
稜
壇
の
岡
並
に
駐
考
の
和
解

四
番
契
粧
同
解
の
論
語
の
巻
の
二
八
締
第
三
に
枇
稜
壇
の
闘
を
載
す
だ
に
是

岡
を
故
て
後
阜
の
備
費
に
便
り
す
狛
詩
岡
あ
る
べ
き
な
れ
ど
も
見
す
厚
志
あ

ら
ん
人
は
見
る
ぺ
し
「
匡
弼
」
此
枇
の
祭
の
事
を
擬
す
と
い
へ

E
も
路
、
て
漢

土
の
祭
式
に
依
ら
や
口
ハ
漢
土
の
祭
式
枇
式
は
共
故
置
を
知
る
べ
き
震
な
り
厚

志
あ
ら
ん
人
は
日
弼
が
総
見
を
察
し
共
祭
式
枇
式
本
朝
の
故
賢
に
昨
ふ
べ
き

一
裂
を
嶋
柿
し
是
よ
り
年
に
春
秋
の
枇
祭
を
諸
人
に
行
は
し
め
ば
識
に
一
岬
忠
な

ら
ん

『

r
Lep--

考

一一一一六

サ
I~ 
L 何
時
iij{ 
コ仁

価
ーに二

一
土
門
潟
立
レ
リ
机
日
=
一
土
此
諸
偽
箆
=
百
件
川
一
立
レ
枇
日
ニ
閑
枇
一
向
け
筋
立
レ
枇
日
ニ
候
枇
ザ
士
太
夫
以
下
成
レ
郡
立
レ
枇
H
一地
m一世
J

五
之
大
枇
則

士
瓦
白
而
胃
以
レ
黄
諸
候
之
岡
枇
則
受
一
-
共
方
色
之
士
ヲ
於
一
大
子
一
而
宜
以
レ
茅
共
位
則
中
門
之
在
共
口
則
北
両
共
式
則
不
レ
屋
兆
表
則

樹
ド
比
士
之
所
レ
ん
札
木
港
以
名
ニ
共
枇
共
的
一
方
五
丈
諸
侯
主
レ
之
唐
以
来
共
主
則
石
鴛
之
共
祭
一
大
子
大
牢
諸
侯
用
一
勺
少
牢
共
白
用
申

右
の
枇
考
は
翼
経
附
解
に
見
た
り
A
寸
是
を
岡
字
を
以
て
解
す
る
事
左
の
如
し
岡
王
み
つ
か
ら
魚
に
一
杭
を
立
る
を
岡
枇
と
い
ふ
諸
侯
百

姓
mu
篤
に
枇
を
立
る
を
岡
枇
と
い
ふ
内
篤
に
枇
を
立
る
を
侯
祉
と
い
ふ
士
の
大
夫
以
下
郡
を
成
て
一
肢
を
立
る
を
置
枇
と
い
ふ
王
の
大



枇
な
る
則
は
土
五
色
に
し
て
胃
に
黄
を
以
て
し
諸
慌
の
園
吐
は
共
方
色
の
土
を
天
子
に
受
て
宜
む
に
茅
生
以
て
す
共
位
は
中
門
に
と

れ
在
り
共
串
は
北
面
共
式
は
屋
を
作
ら
み
y
共
表
す
に
共
土
に
宜
し
き
所
の
木
を
樹
て
迭
に
以
て
共
一
位
に
名
づ
く
共
壇
一
は
方
五
丈
な
り

底
の
世
よ
り
後
は
共
一
祉
の
主
役
石
に
て
併
用
る
祭
は
天
子
は
大
牢
を
以
て
祭
り
諸
伎
は
少
牢
を
以
て
祭
る
日
は
甲
日
を
以
て
す
と

委
し
き
事
は
前
に
諸
書
を
引
て
排
す
れ
ば
円
一
止
を
略
す
医
弼
謹
ん
で
諸
の
農
業
の
人
に
告
右
漢
土
の
枇
祭
式
故
賓
を
大
略
奉
て
共
要
を

詳
に
す
る
と
難
も
今
本
朝
に
於
て
五
穀
成
熟
寓
穀
豊
鶴
の
所
牒
の
億
に
春
秋
の
一
腔
日
に
於
て
土
御
組
一
岬
五
穀
守
護
岬
を
祭
肥
て
及
び

川
恩
を
報
奉
ら
ん
と
忠
ふ
人
は
強
て
漢
土
の
枇
式
祭
式
に
か
L

は
る
べ
か
ら
や
唯
そ
白
厚
き
士
む
あ
ら
ん
は
左
に
記
す
る
祭
式
を
用
て

祭
る
べ
し

O
本
朝
に
て
春
秋
の
枇
日
土
御
組
神
等
を
祭
溜
る
の
略
式

夫
土
御
組
一
神
五
穀
守
護
一
岬
を
春
二
月
の
一
駐
日
と
秋
八
月
の
一
位
日
に
於
て
祭
砲
と
思
ふ
人
は
先
前
日
よ
り
自
身
は
云
ふ
に
及
ば
や
妻
子

奴
蝉
寺
に
到
る
ま
で
皆
体
浴
し
新
衣
を
走
て
心
身
と
も
に
清
浮
な
ら
し
め
一
切
の
悪
械
不
押
印
産
横
死
披
等
に
蝿
近
づ
く
べ
か
ら
や
尤

も
供
物
御
酒
燈
明
等
は
勿
論
庭
療
に
用
ゆ
る
松
栢
等
の
割
木
に
到
る
ま
で
前
日
よ
り
用
意
す
ペ
し
共
祭
杷
の
時
刻
は
主
九
ツ
よ
り
七

ツ
時
ま
で
或
は
夜
行
ふ
て
も
可
な
り
共
所
に
土
御
岨
榊
五
穀
祖
神
守
護
一
帥
を
勧
請
の
世
る
ら
ぽ
共
一
枇
の
前
に
て
祭
る
べ
し
若
枇
な
く

ば
岡
畠
の
謹
に
於
て
祭
杷
ベ
し
此
祭
杷
は
漢
土
に
て
は
一
村
一
塁
の
者
皆
し
と
し
と
と
出
で
勤
む
な
れ

E
も
今
本
朝
に
て
是
を
行
ふ

に
は
自
身
一
家
ば
か
り
に
て
も
叉
は
他
人
親
類
と
相
組
で
な
り
と
も
又
は
其
所
に
位
あ
り
て
漢
土
の
如
く
し
共
一
村
一
塁
と
と
と
と

く
出
で
相
勘
む
る
に
さ
は
り
な
く
は
一
村
一
塁
と
と
と
と
く
出
て
村
勤
む
れ
ば
猶
宜
し
依
て
本
朝
に
て
枇
の
祭
式
を
行
ふ
略
式
を
友

に
記
す

O
持
品
供
略
式

俗
に
御
膳
と
い
ふ
是
は
存
の
枇
日
に
用
ふ

飯

小
一
旦
飯
叉
は
何
飯
に
で
も

江
医
隠
撰
春
秋
社
日
除
儀

一
一
二
七



汁口
鯛
煮
物

江
匡
弼
撲
泰
秋
紅
白
醗
儀

二
二
八

魚
る
い
蛤
赤
貝
何
に
で
も
見
合
せ

魚
る
い
何
に
で
も
見
合
せ

円
疋
も
時
の
見
合
せ

大
根
、
思
苧
、
く
わ
へ
、
胡
纂
萄
、
魚
る
い

O
御
右
は
土
器
又
は
茶
碗
に
て
も
高
盛
た
る
ぺ
し

酒

御

1m 

組
瓶
宇
一
割
三
方
に
故
て
土
器
二
枚

昆
布
右
見
合
た
る
べ
し

御
者・

魚
る
い
打
飽

O
菓
子

三
方
に
誠
ぺ
し

菓
子
O
議
餅

胡
桃
概

十
二
軍
一
但
し
閏
月
あ
ら
ば
十
三
章
一

圏
子

昆
司H

と
ろ
木

秋
八
月
の
枇
臼
に
別
ゆ

O
禽
供
略
式

#
駐
日
と
同
じ

O
御
酒

O 
初

春
一
位
日
と
同
じ

君事

稿
、
大
姿
、
小
委
、
大
豆
、
小
豆
、
何
れ
も
一
品
づ
L

土
器
に
盛
り
三
方
に
載
す

右
の
五
殺
は
月
令
康
義
に
周
踏
を
引
て
日

五
穀
は
腕
、
黍
、
説
委
一
立
と
叉
穀
梁
俸
に
は
註
に
禾
腕
、
粟
、
姿
、
豆
と
あ
り
叉
六
穀
と
い
ふ
わ
周
踏
の
註
に
叫
梁
姿
♂
彫
胡
J



は
一
に
柏
に
作
す
父
九
殺
と
い
ふ
は
周
踏
に
コ
一
農
九
穀
を
主
と
る
抗
陀
奈
川
悦

U
、
折
、
跡
、
大
小
豆
、
姿

。
叉
矢
穀
子
九
殺
は
禾
桜
・
師
、
姿
、
約
梁
川
一
大
小
一
旦
と
叉
西
陽
雑
刈
叫
に
は
九
穀
は
黍
稜
梁
一
一
一
豆
、
一
一
委

右
何
れ
で
も
初
穂
と
し
て
三
方
に
て
供
す

り

菜

餅

茶
餅
H
M
暗
記
郊
特
牲
に
一
枇
に
は
立
案
条
盛
乞
供
す
と
い
ふ
の
茶
に
て
玉
院
に
杭
餅
と
し
て
又
祭
米
と
す

b
M山
按
に
読
は
即
稚
な
り
宋

併
と
は
祭
餅
に
て
今

ω
枇
園
子
の
類
な
り
十
日
は
祭
に
多
く
黍
棋
を
用
ふ
今
は
桁
条
を
以
て
す
俗
に
H
正
b
t
御
鈍
と
い
ふ
な
り

米

o
c
 

山
米
H
一
ん
竹
山
米
な
り
精
米
を
以
て
洗
ひ
乾
か
ざ
る
者
を
土
器
に
盛
な
り
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底
的
州
ニ
ピ
に
は
松
に
で
も
雑
木
に
で
も
割
た
る
木
を
枇
の
前
又
は
川
品

ω設
に
積
て
火
を
つ
け
焼
な
り
今
俗
に
い
ふ
御
火
焼
に
同
じ

義
な
り

本
朝
枇
祭
の
式

上
の
凶
の
如
く
供
物
を
臨
席
の
上
に
な
ら
ペ
雨
方
に
盟
俊
一
白
叩
札
一
服
聞
に
隣
府
の
前
に
陸
一
郎
・
を
焼
な
り
却
祭
主
一
は
上
下
を
着
す

妻
子
等
も
新
ら
し
き
衣
裳
を
被
る
ぺ
し

若
一
村
一
里
山
て
祭
る
時
は
皆
上
下
或
袴
羽
織
叉
は
問
、
五
人
に
て
も
同
じ
祭
主
一
人
左
定
め
て
此
祭
主
非
再
度
し
て
祭
交
を
讃

む
べ
し

h
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此
祭
文
は
存
三
月
の
枇
日
に
川
ゆ

謹
手
掛
諮
ん
い
作
程
一
作
譜
・
申
・
3

十
μ
此
い
幽
且
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
閥
ル
一
偽
吋
耕
書
留
事
乎
知
良
寸
時
南
太
郎
大
洲
願
見
本
h

生
ル
〈
此
宇
一
大
活
い
抽
出
物
止
忠
之
艮
天

五
穀
ル
種
子
乎
一
大
邑
枠
制
乎
山
一
化
天
六
狭
間
及
比
長
川
爾
一
航
点
目
給
比
大
北
パ
秋
乃
弔
詞
八
保
爾
英
莫
然
今
爾
豆
沼
榔
天
五
穀
扶
持
爾
繁
久
柴
千
人
高
民

江
匡
弼
撰
春
秋
社
日
脱
出
儀

二
二
九



江
医
弼
撲
春
秋
枇
日
限
儀
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安
二
平
士
口
止
乎
件
事
利
納
今
歳
名
水
災
以
T
制
猛
風
乃
災
叫
虫
ル
災
乎
接
比

掛
宅
長
幾
大
土
御
雌
一
川
前
山
女
加
川
食
約
魂
一
州
大
己
責
一
川
少
名
産
神
品
川
学
一
旦
ル
院
前
商
問
恐
美
一
但
宅
一
時
寸

此
祭
文
は
秋
八
月
の
一
枇
H
に
用
ゆ

夫
同
土
安
ス
千
賀
額
五
穀
盟
熟
前
向
穀
豊
能
ド
人
前
向
民
山
文
集
古
止
乎

O
祭
文

謹
最
古
詩
英
一
料
純
一
判
的
芳
子
市
此
存
二
月
一
抗
日
仁
…
掛
長
大
土
御
副
榊
楠
安
畑
一
肺
食
和
魂
一
州
大
己
責
一
川
少
名
照
州
ル
宇
豆
乃
腕
前
仁
同
土
安
久
平

賀
仁
五
穀
幽
旦
熟
成
穀
盟
臨
時
民
安
蝋
市
小
山
止
乎
一
円
川
一
率
的
山
口
政
仁
水
災
八
十
損
猛
風
災
叫
虫
乃
災
無
夫
一
九
穀
盟
熟
高
穀
盟
儲
天
尚
氏
安
飛
天
下
泰
平

是
廿
米
山
川
守
新
時
中
寸
十
H
a

化
乎
・
小
間
食
一
大
謎
山
糊
比
一
作
賜
仁
一
依
主
治
利
一
政
仁
際
取
止
百
円
ル
五
穀
高
穀
乃
諸
Hm
止
条
盛
玄
泊
乎
献
利
い
い
八
一
州
明
ル
仁
忠
仁
山
政
比
奉

留
一
望
供
乃

ぷ
出
世
寸
比
一
雌
止
茂
一
州
一
部
山
胸
比
手
間
企
一
耐
川
閥
的
止
話
予
問
実

-ma寸

右
者
秋
の
枇
日
と
き
に
此
祭
文
を
読
皐
て
前
に
積
所
の
木
に
火
を
か
け
て
祭
主
共
飴
の
人
背
一
一
同
に
起
て
叫
拝
し
て
退
く
べ
し

O
本
朝
士
組
紳
五
穀
組
帥
五
穀
守
護
神
の
紳
名

土
御
組
神
前
安
段
命

楠
山
知
命
と
も
い
ふ
仲
代
傘
に
伊
俳
誌
崎
県
伊
非
加
傘
土
日
川
前
一
安
川
仰
を
生
た
ま
ふ
て
市
内
物
生
や

五
穀
組
州
倉
約
魂
命

伊
件
伸
一
州
傘
飢
た
ま
ふ
時
生
る
児
を
倉
抑
制
魂
と
い
ふ
山
州
紀
伊
郡
に
銀
座
す
稲
荷
大
明
榊

な
り

農
業
組
一
岬
天
聞
大
川

一
州
代
に
来
料
姿
一
息
を
隙
川
郁
子
と
し
M

引
を
以
て
水
町
穂
子
と
し
て
玉
ふ
て
始
て
農
業
の
事
を
は
じ
め
玉
ふ

五
穀
謎
州
大
己
責
川

山
ザ
名
彦
命
と
力
を
殺
せ
心
を
一
つ
に
し
て
天
下
を
経
営
さ
れ
た
前
向
民
及
び
帝
京
の
震
に
病
を
癒
る
の
方
を
定
め
'Mmm
品
虫
の
災
を

は
ら
は
ん
が
危
に
禁
厭
の
法
を
定
め
た
ま
ふ
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此
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昌
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切
の
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早
木
五
穀
に
虫
付
た
る
に
書
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立
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ば
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穀
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符
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山
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此
謹
ル
付
は
田
畠
山
林
鍛
等
を
求
め
た
る
時
書
て
立
れ
ば
其
主

江
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弼
撲
春
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儀
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責
命
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霊
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鍬
入
吉
日

種
滋
吉
日

種
蒔
士
口
日

田
耕
士
口
日

旧
植
吉
日

点
々
蒔
吉
日

来
蒔
吉
日

姿
懸
士
口
門
口

稲
穂
懸
士
口
口
H 江

霊
弼
由
民
春
秋
祉
回
融
儀
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農
業
耕
作
鍬
入
種
滋
蒔
田
耕
要
蒔
の
吉
日

甲
寅
甲
辰
甲
午
乙
卯
乙
酉
乙
己
乙
未
戊
反
戊
成
戊
己
未

甲
氏
一
中
午
乙
丑
酉
乙
豆
院
予
帰
京
主
手
丑
辛
子
壬
卯
ギ
突
如

甲
子
乙
未
成
子
辰
戊
寅
申
己
口
一
自
民
主
同
午
辛
己
壬
子
実
丑

甲
子
寅
甲
反
丙
寅
反
丙
午
巴
己
己
主
干
卯
立
十
来
壬
子
壬
寅
卯

甲
寅
乙
卯
亥
戊
午
己
亥
庚
寅
辛
亥
壬
甲
虫
〈
卯
斐
亥

甲
寅
乙
卯
亥
戊
午
己
主
開
寅
辛
亥
壬
貿
壬
申
珪
〈
卯
護
官
・

乙
卯
乙
s
h
丙
完
了
卯
戊
寅
己
支
庚
子
辛

g土
中
突
西

甲
安
田
市
午
辰
乙
冨
戊
子
戊
皮
庚
子
辛
卯
壬
子
壬
午
突
卯

申
同
門
乙
卯
戊
成
己
亥
庚
午
・
辛
卯
辛
己
辛
主
士
一
甲
戎
突
丑
己

お

も.

と

あ

り

本
文
は
百
数
十
年
前
の
古
文
献
の
上
に
数
回
韓
寓
し
た
の
で
誤
篤
も
あ
ら
う
し
校
E
の
不
充
分
な
臨
も
多
い
と
思
ふ
c

更
に
現
代
詩
用
さ
れ
な
い
漢
字
も
多
く
時
局
柄
木
活
を
製
作
す
る
徐
裕
も
な
い
の
で
そ
の
際
は
止
む
を
得
ず
コ
印
の
績
に

音
そ
片
俵
名
で
示
し
て
お
い
た
。
例
へ
ば
虫
偏
に
昔
、
ι
い
ふ
字
(
年
末
の
祭
の
意
〉
は
君
日
刊
す
で
あ
る
か
ら
?
と
し
た
。
甚
だ

一
れ
控
裁
で
あ
る
が
後
日
改
め
る
機
曾
も
あ
ら
う
と
思
ふ
。
切
に
編
輯
者
並
広
讃
者
諸
賢
の
御
宥
恕
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。
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